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戸田海笛作『喜怒哀楽の図』
ブロンズレリーフ

戸田海笛作『喜怒哀楽の図』ブロンズレリー
フの寄附贈呈式が、８月31日に米子市美
術館前で行なわれました。
このレリーフは、茨城県結城市所有の石膏
レリーフが「戸田海笛『喜怒哀楽の図』帰
郷 100人委員会」に譲渡、修復されたの
ちブロンズ鋳造されたものです。
石膏レリーフは皆生温泉「おーゆ・ランド」
に常設展示されています。
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ワーク・ライフ・バランス実現への取り組みは？
ワーク・ライフ・バランス ～仕事と生活の調和～

　ワーク・ライフ・バランス実現に対しては、育児・介護休業制度などの支援策もありますが、制度だけで実現で
きる環境が整うわけではありません。制度以上に大きな意味があるのが、職場での働き方の見直しや職場風土づく
りなどの日常的な取り組みです。

ワーク・ライフ・バランス実現への取り組みのポイント
①経営層や管理職のリーダーシップ　経営層や管理職がワーク・ライフ・バランスの実現に関する制度や取り組み
を理解し、積極的に関与していくことが不可欠です。

②効率的な働き方の促進　時間を有限な資源と捉え、効率的に仕事に取り組むとともに、業務代替や分担見直しに
より、チームで業務運営を行なっていくことが必要です。

③多様な価値観を認め合う職場風土づくり　育児や介護、趣味などの個別事情を「お互いさま」と思って協力でき
るように、さまざまな価値観やライフスタイルを認め合う職場風土づくりが重要です。
■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、 ３７－３１８４）
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“
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
４
回
”

　

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
第
４
回

目
を
迎
え
、
今
月
が
最
終
回
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
男

性
、女
性
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
、
Ｄダ

ラ

ズ

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｚ　

Ｆエ
フ
エ
ムＭ
社

長
の
冨と

み
た田
寛か

ん

さ
ん
と
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
古ふ

る
は
ら原
奈な

な々

さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
自
己
紹
介
を
か
ね
て
、
ご
自

身
の
現
在
の
お
仕
事
や
家
庭
の
状

況
を
差
し
支
え
な
い
範
囲
で
お
聞

か
せ
願
い
ま
す
。

冨
田
さ
ん　

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｚ　

Ｆ
Ｍ

と
い
う
ラ
ジ
オ
局
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
を
や
っ
て
お
り
ま

す
。
６
年
前
に
会
社
を
立
ち
上

げ
、
放
送
局
の
歴
史
と
し
て
は
新

し
い
で
す
が
、
市
民
の
方
に
ど
ん

ど
ん
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

放
送
局
を
め
ざ
し
、
朝
か
ら
晩
ま

で
や
っ
て
い
る
地
域
発
の
放
送
局

で
す
。
家
庭
は
ま
だ
子
ど
も
が
い

な
い
の
で
、妻
と
二
人
暮
ら
し
で
、

共
働
き
で
す
。

古
原
さ
ん　

私
は
米
子
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
東
京
か
ら
米

子
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。「
米
子

情
報
局
ど
げ
な
」
に
週
５
日
勤
務

し
な
が
ら
、
も
と
も
と
し
て
い
た

声
優
、
ナ
レ
ー
タ
ー
の
仕
事
も
や

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
家

庭
の
状
況
は
、
子
ど
も
と
私
の
二

人
暮
ら
し
で
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

で
す
。
米
子
に
は
特
に
親
類
、
縁

者
が
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

完
全
に
母
子
家
庭
と
い
う
形
で
す

ね
。仕

事
と
家
庭
と
の
上
手

な
バ
ラ
ン
ス

―
―
「
働
き
方
改
革
」「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
？

冨
田
さ
ん　

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

は
な
い
の
で
す
が
、
仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
切
り
分
け
が
し
っ
か

り
で
き
て
い
て
、
そ
れ
に
対
し
て

の
比
重
の
か
け
方
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
ね
。
私
個
人
の
実
感

と
し
て
は
持
て
て
い
な
い
感
じ
で

す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
経
験
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
時
代
か
ら
バ
ラ

ン
ス
の
と
り
方
は
下
手
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

古
原
さ
ん　

ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
ワ
ー
ク
に
か
た
よ
っ
た
感
じ

で
す
か
？

冨
田
さ
ん　

今
は
特
に
駆
け
出
し

の
会
社
な
も
の
で
す
か
ら
、
走
り

続
け
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
仕

事
一
辺
倒
に
な
っ
て
い
て
、
家
庭

の
部
分
が
か
な
り
な
い
が
し
ろ
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。
バ
ラ
ン
ス
を

保
っ
て
生
活
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
は
思
う
ん
で
す
が
、
な

か
な
か
…
。

古
原
さ
ん　

私
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
っ
て
、
仕
事
と
家

庭
と
を
う
ま
く
両
立
さ
せ
れ
た
ら

い
い
ね
っ
て
い
う
言
葉
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
た
い

が
…

―
―
ご
自
身
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。



冨
田
さ
ん　

私
は
、
仕
事
が
休
み

の
と
き
は
妻
と
出
か
け
た
り
す
る

の
で
す
が
、
今
は
丸
一
日
休
み
を

取
れ
る
日
が
年
に
数
回
し
か
な
い

と
い
う
状
態
で
、
な
か
な
か
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
状
態
で
は
な
い
で

す
ね
。
休
め
る
と
き
に
は
休
む
よ

う
に
し
て
い
ま
す
が
。
た
だ
し
、

共
働
き
な
の
で
家
に
い
る
と
き
は

家
事
も
役
割
分
担
を
し
て
で
き
る

限
り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
あ
、
任
せ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多

い
で
す
が
…
。

古
原
さ
ん　

も
と
も
と
私
は
趣

味
を
仕
事
に
し
て
し
ま
っ
た
の

で
（
笑
）、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
中

で
、
何
が
仕
事
で
何
が
趣
味
な
ん

だ
ろ
う
っ
て
…
、
区
別
が
な
い
よ

う
な
。
逆
に
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

て
、
家
庭
で
の
時
間
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
っ
て
い
う
状
況

で
す
ね
。
仕
事
と
家
庭
を
区
別
し

な
い
と
子
ど
も
に
申
し
訳
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
が
と
て
も

好
き
な
の
で
、
ず
っ
と
仕
事
を
し

て
い
た
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
が

さ
び
し
い
思
い
を
す
る
の
は
か
わ

い
そ
う
で
す
し
、
今
は
無
理
や
り

仕
事
と
家
庭
の
時
間
を
分
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
仕
事

の
と
き
は
仕
事
に
、
家
庭
に
い
る

と
き
は
家
庭
に
集
中
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実
を

―
―
最
後
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
つ
い
て
、
行

政
に
望
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

冨
田
さ
ん　

奈
々
ち
ゃ
ん
は
、
子

ど
も
さ
ん
と
二
人
で
米
子
に
来
た

わ
け
で
、
頼
れ
る
身
内
が
近
く
に

い
な
い
状
況
の
中
で
、
行
政
が
直

接
と
い
う
よ
り
、
地
域
で
支
え
合

う
環
境
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
、
近
所
の

お
ば
ち
ゃ
ん
が
ち
ょ
っ
と
子
ど
も

の
面
倒
を
み
て
く
れ
た
り
と
か

ね
。

古
原
さ
ん　

そ
れ
は
助
か
り
ま
す

ね
。

冨
田
さ
ん　

鳥
大
附
属
病
院
の
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
取
り
組
み
が
全

国
的
に
有
名
で
す
が
、
米
子
市
と

い
う
街
が
全
体
で
そ
う
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
い
け
た
ら
、
米
子
市
の

魅
力
の
一
つ
に
し
て
い
け
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
移
住
・

定
住
も
進
む
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。

古
原
さ
ん　

す
っ
ご
く
い
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
米
子
市
に
は
や
は

り
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
お
願

い
し
た
い
で
す
。
子
ど
も
が
急
に

熱
を
出
し
た
り
し
た
と
き
に
、
仕

事
も
休
め
な
く
て
困
る
こ
と
が
あ

る
の
で
す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
子

ど
も
を
預
か
っ
て
く
だ
さ
る
知
人

が
最
近
で
き
て
、
心
の
底
か
ら
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
保

育
の
充
実
、
病
児
保
育
、
学
童
保

育
の
充
実
を
更
に
進
め
て
も
ら
う

こ
と
で
、
私
も
仕
事
に
打
ち
込
む

こ
と
が
で
き
る
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
充
実
と
は
？
」
と
決
ま
り
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
働
く
一
人
ひ

と
り
に
よ
っ
て
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ

が
仕
事
と
生
活
に
充
実
感
を
持
っ

て
毎
日
を
過
ご
し
て
い
け
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
冨
田
さ
ん
、
古

原
さ
ん
か
ら
は
、
街
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
も
も
ら
い
ま
し
た
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ワーク・ライフ・バランス推進月間記念イベント

「働き方改革」って何だ？
現在の日本の社会では、労働生産人口が減少していき、長時間働くことよりも効率的に働くことが求められるよう
になってきました。そんな中で注目されているのが「働き方改革」です。
その「働き方改革」とは何か、またどのように取り組んでいくのかなどを、皆さんとともに考えていきます。

記念講演　（午後１時～２時）

講師　川
かわしま

島　高
たかゆき

之さん　（NPO法人ファザーリング・ジャパン理事）
【川島高之さんプロフィール】

慶応大学卒業後、三井物産へ入社し、系列上場会社社長を最後に平成28年７月サラリー
マン生活を終える。妻と家事育児をシェアするために、週１、２回は定時帰宅し、その分「成
果で倍返し」をモットーに仕事に集中し、短期間で資格を取り、誰からも非難されない
よう心がけてきた。「イクボス」になってからは部下に「たくさん休め、早く帰れ」とい
うメッセージを出し続け、経営者としては、ワーク・ライフ・バランスの社内制度導入、
業務効率化のための社内改革、社員の意識改革などを経営の最重要事項として推進。著
書「いつまでも会社があると思うなよ！」（PHP研究所）。

パネルデスカッション　（午後２時15分～３時15分）

パネラー　古志野　純
すみ

子
こ

さん（株式会社長岡塗装店　常務取締役）
谷口　美也子さん（鳥取大学附属病院ワークライフバランス支援センター　副センター長）
鈴木　由香利さん（鳥取県元気づくり総本部元気づくり推進局 女性活躍推進課長）

コーディネーター　川島　高之さん
パネル展示：米子市内ワーク・ライフ・バランス推進企業の取り組み事例等
■定員　300人　　■参加費　無料　　※入札参加資格加点対象研修会

10月23日（日）
ふれあいの里
１階 大会議室



平成28年度　米子市ふれあい健康フェスティバル
■と き　10月13日（木）、15日（土）、16日（日）
■ところ　ふれあいの里　　入場無料

「先端医療創造都市よなご」情報発信事業
「健康で安心して暮らせる米子のこれから」
15日（土）午後１時30分～４時（受付：午後１時～）

　１階　大会議室 
　米子市には、鳥取大学医学部附属病院をはじめとした
大規模な病院のほか、多数の医療機関や介護施設があり、
全国的に見ても医療資源に恵まれています。その医療資
源を活かし、安心して暮らせるまちづくりや地域の活性
化を推進するため、在宅医療や未来に向けた取り組みに
ついての講演会を開催します。
第１部　「在宅医療推進フォーラム」

講演　「日南町から米子市の地域包括ケアシ
ステム構築を考える」

講師　日南病院名誉院長、日南町健康福祉セ
ンター長　高見　徹さん

第２部　「未来への取り組み」
講演　「地域の企業とともに取り組む新しい

医工連携」
講師　鳥取大学医学部附属病院

次世代高度医療推進センター
副センター長　古

こ が

賀　敦
あつろう

朗さん
■問合せ
地域政策課（☎２３－５３５３、 ２３－５３９２）
長寿社会課（☎２３－５１５５、 ２３－５０１２）

絵本を読んで演奏を楽しむ会
13日（木）午後２時～３時

　１階　大会議室
　チェロ・ピアノ・ヴァイオリンの生演奏を楽しみな
がら、赤ちゃんも、お父さんも、お母さんも、一緒に
絵本の朗読を聴いてみませんか？パネルシアターとエ
プロンシアターも行ないます。

▼演奏
　チェロ　博愛病院小児科医師　原田　友一郎さん
　ピアノ　米子管弦楽団　本田　祐美子さん
　ヴァイオリン　米子管弦楽団　岡野　桃子さん

▼絵本の朗読
　米子市立図書館司書

自分のロコモ状態を知って
ロコモを予防しましょう

16日（日）午後２時～３時30分
１階　大会議室

「ロコモティブシンドローム（運動器症候群）」という
言葉をご存じでしょうか。講演会では実際に、ロコモ
度テスト、ロコモトレーニングを紹介します。動きや
すい服装でお越しください。
講師　博愛病院整形外科部長　リハビリテーション科

部長　中村　達彦さん

■糖尿病無料検査コーナー　鳥取県臨床検査技師会
（受付時間：午前10時～11時30分、１階　ロビー）
　血糖値検査、尿検査の後、医師等による診断と指導
を行ないます。（先着100人）

■鳥取県臓器・アイバンク相談コーナー
（受付時間：午前10時～正午、１階　ロビー）
移植医療に関心のある方は、お気軽にご相談ください。

■がん細胞を見てみよう！　鳥取県細胞検査士会
（受付時間：午前10時～正午、１階　ロビー）
がん細胞を顕微鏡で見てみませんか？子宮頸がん検診
や細胞検査士に関するパネル等の展示もあります。

■もの忘れ検査（タッチパネル検査体験コーナー）
（受付時間：午前10時～正午、１階　ロビー）
もの忘れが気になったら、早めに相談することが大切です。

赤ちゃんを授かりたいご夫婦のための相談室
　「妊娠しないけれど、どうしたらいいの？」、「医療機関を受診したほうがいいのかな？」、「受診したら、どんな検
査、治療があるんだろう」など、赤ちゃんを授かりたい方のさまざまな疑問、悩みの相談窓口を開設しています。
■と き　毎月第２火曜日　午後１時～４時（10月11日、11月８日、12月13日、平成29年１月10日、２月14日、

３月14日）
■ところ　ふれあいの里　４階　研修室２
■費 用　無料　※事前予約の必要はありません。
■問合せ　鳥取県西部不妊専門相談センター（ミオ・ファティリティクリニック内　リプロダクティブユニット２階）

（☎３５－５２２３、Ｅメール：seibufuninsoudan@mfc.or.jp）

問合せ　健康対策課　☎２３－５４５１、 ２３－５４６０

健康講演会

「骨と関節の日」特別講演会

「こどもの健康週間行事」

☆企画コーナー・展示　15日（土）※各コーナーの受付時間にご注意ください。



■元気になれる作業療法
～作業療法を知ってください～　鳥取県作業療法士会

（受付時間：午前10時～正午、２階 ロビー）
作業療法って何？力が弱い方でも使えるスプーン作りか
ら相談まで、オリジナルグッズ（アケル君）プレゼント！

■まちの検査室　～医療者の卵と健康チェック！～
　鳥取大学医学部保健学科

（受付時間：午前10時～11時30分、２階　機能訓練室）
血圧や体脂肪、脚の筋力測定等で、生活習慣を振り返っ
てみませんか？皆さんの健康づくりを、臨床検査技師
や看護師をめざす学生がお手伝いします。☆食生活改善推進員会コーナー

おいしく減塩！食生活を振り返ってみませんか？
（受付時間：午前10時～正午、１階　ロビー）

■みそ汁試飲
■食育と生活習慣病予防展示ー朝食おすすめメニュー

「野菜350グラム＋もう１皿運動」活動

■マタニティー・スクール＆すくすく相談　秋のスペシャル
（受付時間：午前９時～11時、３階　保健指導室）
【マタニティー・スクール】　パパのマタニティー体験・
もく浴体験・簡単にできるおもちゃ作りなど

【すくすく相談】　乳幼児の身体計測・栄養相談・歯の
相談・おっぱい相談・絵本の読み聞かせコーナーが
あります。

■ふらっと、運動体験！
　マシントレーニング体験コーナー

（受付時間：午前10時～正午、２階　作業療法室）
日頃の運動習慣をつくるきっかけに、体験してみては
いかがでしょうか？

■鳥取県栄養士会コーナー　体験＆相談してみよう！
（受付時間：午前10時～正午、４階　研修室２）
　● 試食…おやつにも野菜を！
　● 栄養相談…普段から気になっていた食事、栄養に関
することなどを相談してみませんか？

■大人のお口のコーナー
（受付時間：午前10時～11時30分、３階　ロビー）
健康維持のためには、歯の健康も大切です。歯科に関
するパネルの展示・歯科相談コーナーもあります。ク
イズ参加者にはプレゼントもあります！

☆地区保健推進員連絡協議会コーナー
（受付時間：午前10時～11時30分）

■ラダー（はしご）ウォーキング（２階　ロビー）
　メディカルフィットネスセンターＣ

チ ャ ッ ク ス

ＨＡＸの理学療
法士の方等に指導していただき、ラダー（はしご）で
ステップを踏みながらウォーキングをします。運動靴
でご参加ください。
■体力測定（３階　運動指導室）
　フィットネスクラブパジャ米子の健康運動指導士の
方に指導していただき、体力測定をします。運動ので
きる服装でご参加ください。
■骨密度測定＆クイズ※午前９時55分から、骨密度測
定の整理券（定員100人）を配布します。（４階　研修室１）
　鳥取大学医学部附属病院の理学療法士の方等の協力
で、骨密度測定をします。健康に関するクイズも同時
開催します。
■パネル展示（１階　ロビー）
　保健推進員の活動を紹介します。

☆バザー
　15日（土）（時間：午前10時～正午、４階　中会議室）
　パン、クッキー、手作り小物、食器、洋服など。
☆パネル展示
　15日（土）～16日（日）（１階　ロビー、２階　ロビー）
●献血パネル展
●いのち　守り　支えあうパネル展
●消費者問題啓発パネル展
●ハンセン病パネル展
●米子市保健推進員連絡協議会パネル展
●食育と生活習慣病予防展示

同時開催！
ふれあいの里指定管理者自主事業

餅つき実演と紅白餅の振舞いコーナー
つきたての紅白餅を、ご来館の皆さんにプレゼントし
ます。
■と き　15日（土）午前11時～、午後１時～、
■ところ　ふれあいの里　１階
※数に限りがあります。また、悪天候の場合は中止す
ることがあります。
■問合せ　ふれあいの里（☎２３－５４９１）

米子市隣保館合同人権講座『生きてさえいればいつか笑える日が来る』～生
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ホームレスという死の危機を乗り越えてきた方々が、自分たちの苦しい経験を子ど
もたちのために何か生かせないかと、「生

いき

笑
わら

一
いち

座
ざ

」プロジェクトを立ち上げました。
野宿経験から住む家や家族を失ってわかったこと、自分たちを大切に思ってくれる
人がいたことなどを語ります。
■と き　10月11日（火）午後７時～８時30分（開場：午後６時30分）　
■ところ　ふれあいの里　１階　大会議室
■問合せ　人権政策課（☎２３－５２５１、 ３７－３１８４）

☆企画コーナー・展示　15日（土）※各コーナーの受付時間にご注意ください。



みんなでつくる！米子がいな祭の熱い夏！
　８月６日（土）・７日（日）に「みんなでひろげるがいなの輪、みんなでつくるがいなの和。」をメインテーマとして
第43回米子がいな祭が盛大に開催されました。
　今年のがいな祭は晴天の中、がいな太鼓のふれ太鼓にはじまり、オープニングパレードの後、航空自衛隊美保基
地によるＹＳ－１１の祝賀飛行、「がいな太鼓」・「がいな万灯」・「やんちゃよさこい」による「がいなコラボレーショ
ン」、やんちゃパレードが行なわれ、だんだん広場では陸上自衛隊第13音楽隊によるコンサートや、がいなステー
ジ出演チームによる多彩なステージパフォーマンスが繰り広げられました。
　米子市文化ホール前では、『第３回ＧＡＩＮＡＢＡＴＴＬＥ「まちおこしグルメ」グランプリ』が開催されました。
　また祭会場一帯を舞台とし、両日合わせて81ものチームが躍動したやんちゃパレードでは、華やかかつエネルギッ
シュな踊りで観衆を魅了しました。
　駅前周辺や商店街などでは勇壮ながいな太鼓の音が響き渡り、夜の万灯パレードではおんな万灯を含む大人連 42
基、子供連８基が妙技を披露し、多くの観衆を沸かせ、駅前通りを万灯一色に染めました。
　加えて今年の新イベントとして、駅前ステージにて大人から子どもまで参加できる「ＧＡＩＮＡ ＷＡＴＥＲ  Ｆ
ＩＧＨＴ ２０１６」や「ちびっこプール」などが開催され、水の冷たさを楽しむ多くの参加者と観衆で賑わいました。
　また湊山公園では、中海・宍道湖・大山圏域市長会イベント交流事業として安来節保存会に出演いただき、郷土
芸能ステージにて流麗な唄、三味線と鼓の響き、踊りによる安来節を披露していただきました。
　祭のフィナーレを飾る大花火大会では、米子市内小中学生によるデザイン花火「夜空に舞うちょう」「キラキラな
がれ星」や大迫力の芸術玉など、6,000 発の花火が中海の夜空を彩り多くの観衆を魅了し、２日間にわたる祭を盛
大に締めくくりました。
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米子ファミリー ･サポート ･センターは
開設20周年を迎えました

“育児の援助を受けたい人（依頼会員）” と
　　 “行ないたい人（援助会員）” の 心と心を結ぶ架け橋に…

米子ファミリー ･ サポート ･ センターは、山陰初、全国９番
目の早さで、平成８年10月１日に開設されました。
今では、全国900箇所以上の自治体が、公的子育て支援とし
て事業を展開しています。

　● 会員登録制により、子どもを有償（基本料金１時間：600 円）
で預けたり、預かったりします。

　● 依頼会員は市内在住もしくは在勤で、０歳から小学校６年
生までの児童をお持ちの方、援助会員は市内在住の方であ
ればどなたでも会員になれますが、センター主催の講習を
必ずご受講いただきます。（両方会員登録もあります。）

　● 主な活動場所は援助会員宅となり、集団保育および宿泊は
行ないません。

　● 万一のケガに備え「会員補償保険」に加入しています。

　主な活動内容
●保育所 ･ 幼稚園等の送迎及び帰宅後の預かり
●学校の放課後の預かり　
●放課後児童クラブへの迎え及び預かり　
●保育所 ･ 学校等休み時の援助
●子どもの習い事等の場合の援助
●保護者等の外出の場合の援助　　など

会 員 募 集 中 ！

米子市社会福祉協議会
米子ファミリー ･サポート ･センター
米子市錦町 1‐139‐3ふれあいの里 2階
☎３２－００１６　 ３２－００２６

援助会員さん、ファミリー ･ サポート ･ センターの皆
さまには日々ご支援いただき、大変感謝しております。
援助会員さんは、いつも明るく優しい笑顔で対応して
くださり、子どもたちもすぐに慣れ、安心しておまか
せしています。私も心配することなく仕事に向かえる
ので、とても助かっています。子育てを通じ、あらた
めて人とのつながりの大切さを感じています。自分も
またいつか誰かのお役に立ちたいと思えるような出会
いをさせていただきました。本当にありがとうござい
ました。今後ともよろしくお願いします。

活動風景

依頼会員さんからのメッセージ

育児の援助を行ないたい 育児の援助を受けたい

『援助会員養成講習会』のご案内
開催日　10月24日（月）、25日（火）
時間　両日とも、午前９時10分～午後３時30分
※２日間受講されないと会員登録となりません。
会場　ふれあいの里４階
講習内容
　● 心と体の発達とその問題・身体の発育と病気
　● 子どもの遊び・救急講演・普通救命講習・事

業説明　
申込締切り　10月19日（水）
申込先　米子ファミリー ･ サポート ･ センター

『依頼会員登録説明会』のご案内
開催日　※毎週開催。集団で一斉に行ないます。
　◆火曜日　午前10時～
　◆金曜日　午後２時～（それぞれ 40分程度）
会場　米子ファミリー ･ サポート ･ センター
※センターへ申し込みのうえ、いずれかをご受

講ください。
持ち物　※写真はセンターで有料にて撮影可。
　● 印鑑
　● 保護者の写真（横 2.5 ㎝、縦３㎝）×２枚
説明会内容　利用の仕方について



平成27年度決算の状況
　　一般会計
　平成27年度の一般会計は歳入の総額が663億2,046
万円、歳出の総額が653億839万円となり、翌年度へ
繰り越した事業を実施するための財源を除いた実質
収支は9億4,229万円で、黒字決算となりました。

歳入総額　663億2,046万円
前年度比34億3,619万円増（＋5.5％）

歳出総額　653億 839万円
前年度比36億 267万円増（＋5.8％）

市税　183億 793万円

民生費　240億4,151万円
子どもやお年寄り、障がいがあ
る方などへの福祉のためのお金

前年の所得や所有する土地家屋な
どに応じて納めてもらう税金

国や県が必要だと認めた事業に対
して国や県から配分されるお金

人口や税収などに応じて国から配
分されるお金

貸したお金の返済金や宝くじ助成
金など

施設をつくるときなどに借りるお金

国が徴収し市に譲与されるお金

ごみ処理手数料など

繰越事業などのためのお金

財産収入など

庁舎や財産の管理、戸籍の管理、
税金の徴収などのためのお金

商工業・観光振興のためのお金

借入金返済のためのお金

小中学校の施設の整備や文化の振
興などのためのお金

道路や公園の整備など、ま
ちづくりをするためのお金

健康診断や予防接種、ごみの
処理などをするためのお金

農業や水産業の振興のためのお金

議会や消防団に関するお金

総務費　113億1,205万円

商工費　70億1,881万円

公債費　65億4,287万円

教育費　62億 995万円

土木費　49億 333万円

衛生費　32億8,132万円

農林水産業費　11億1,327万円

その他　8億8,528万円

国・県支出金　150億2,119万円

地方交付税　95億1,812万円

諸収入　73億 886万円

市債　51億8,728万円

譲与税・交付金　37億9,211万円

使用料・手数料など　27億8,467万円

繰越金　11億7,854万円

その他　32億2,176万円

※数値は、項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

法人市民税や固
定資産税の減な
ど に よ り、 約
３億１千万円減少
しました。

扶助費や特別会計
への繰出金の増な
どにより、約 14
億６千万円増加し
ました。

クリーンセンター
の建設に係る地方
債の一部償還終了
などにより、約 10
億４千万円減少し
ました。

地方消費税交付金
や株式等譲渡所
得割交付金の増な
どにより、約 11
億７千万円増加し
ました。

差引額10億1,206万
円のうち、翌年度に
繰り越すべき財源は
6,977万円でした。
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　　特別会計

会 計 名 歳 入 （Ａ） 歳 出 （Ｂ） 収支差引額（Ａ－Ｂ）対前年度比
国 民 健 康 保 険 事 業 175億3,609万円 179億 749万円 11.8% ▲ 3億7,140万円
住 宅 資 金 貸 付 事 業 814万円 1億9,195万円 ▲ 4.6% ▲ 1億8,381万円
土 地 取 得 事 業 4億9,410万円 4億9,410万円 743.3% 0円
下 水 道 事 業 62億8,245万円 60億6,769万円 ▲ 7.4% 2億1,476万円
駐 車 場 事 業 1億4,378万円 7億 737万円 ▲ 1.2% ▲ 5億6,359万円
農 業 集 落 排 水 事 業 6億7,405万円 6億7,405万円 ▲ 4.5% 0円
市 営 墓 地 事 業 2,317万円 1,881万円 ▲ 1.2% 436万円
介 護 保 険 事 業 139億5,838万円 136億9,467万円 3.4% 2億6,371万円
後 期 高 齢 者 医 療 16億1,558万円 16億1,028万円 0.1% 530万円

　　企業会計
　上水道事業　　　　　　　　　　　　　　　　工業用水道事業

　　
収益的収支（水道料金などでの収支） 収益的収支（水道料金などでの収支）

収益的収入 36億4,586万円 収益的収入 2,243万円
収益的支出 29億 941万円 収益的支出 1,895万円
差引額 7億3,645万円 差引額 348万円

資本的収支（建設改良などでの収支） 資本的収支（建設改良などでの収支）
資本的収入 16億 734万円 資本的収入 ０円
資本的支出 27億2,278万円 資本的支出 246万円
差引額 ▲ 11億1,544万円 差引額 ▲ 246万円

※臨時財政対策債とは…地方交付税の不足分をまかなうため、地方交付税の代わりとして自治体が借りることのできる地方債

◆市の借金（市債）

◆市の貯金（基金）

百万円 市債残高の推移（一般会計）

（事業内容）　
　　取水・送配水設備の保守管理など

（事業内容）　老朽管の更新
　　　　　　耐震型配水管の布設など

基金現在額の推移
百万円

公営企業のような特定の事業を行なう場合には、特定の歳入を特定の歳出
に充てるため、一般会計と区別して特別会計を設置しています。

　平成27年度末の市債残高は、借入れ額を抑制したため前年度より減少し、約657億円です。

地方債残高

臨時財政対策債（※）などの
特別債を除く残高

少しずつ貯金が
増えているね！
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財政の健全性に関する比率を公表します
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、４つの健全化判断比率と資金不足比率を公表します。
　これらの比率は、自治体の財政の悪化の兆候を見つけて、早めに財政状況を改善させることにより財政破綻を
未然に防ぐことを目的として、国が法律で定めたものです。
　平成27年度決算においては、前年度と同様に実質赤字比率および連結実質赤字比率に赤字は生じていません。
また、実質公債費比率および将来負担比率はともに低減しました。

【健全化判断比率】
　平成27年度決算における米子市の健全化判断比率は、いずれの比率も早期健全化基準を下回っています。

指 標 ・ 説 明 27年度 26年度 25年度 早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

実質赤字比率 標準財政規模に対する一般会計
などの赤字の割合 赤字なし 赤字なし 赤字なし 11.74%以上 20.00%以上

連 結 実 質
赤 字 比 率

標準財政規模に対する全会計の
赤字の割合 赤字なし 赤字なし 赤字なし 16.74%以上 30.00%以上

実 質 公 債
費 比 率

標準財政規模に対する１年間で
支払った借入金返済額などの割合 15.2% 16.8% 18.6% 25.0%以上 35.0%以上

将来負担比率 標準財政規模に対する将来市が
支払う借入金返済額などの割合 134.1% 153.5% 162.2% 350.0%以上

【資金不足比率】
　すべての公営企業会計において、資金不足額は生じていません。

公 営 企 業 会 計 名 27年度 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 資金不足なし

20.0%以上
工 業 用 水 道 事 業 会 計 資金不足なし

下 水 道 事 業 特 別 会 計 資金不足なし

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 資金不足なし

参考
※標準財政規模とは
自治体が通常の行政サービスを提供するために必要な一般財源をどの程度持っているのかを表す指標
で、市税と普通交付税が主なものです。

※資金不足比率とは
公営企業ごとの事業規模に対する資金不足額の割合です。

※健全化判断比率・資金不足比率の算定方法は、米子市ホームページの「健全化判断比率・資金不足比率」に掲
載しています。（URL　http://www.city.yonago.lg.jp/8410.htm）

■問合せ　財政課（☎２３－５３２２、 ２３－５３９０）

引き続き財政の健全化
に取り組まないとね！



米子市の財政指数
（普通会計ベース）

経常収支比率（％） 市民１人あたり基金現在高（円） 市民１人あたり市債残高（円）
鳥取市 85.0 境港市 115,368 類似団体平均 311,615

類似団体平均 89.7 倉吉市 112,661 境港市 365,541
倉吉市 90.9 鳥取市 82,132 米子市 445,047
米子市 91.3 類似団体平均 73,440 鳥取市 504,190
境港市 92.2 米子市 42,290 倉吉市 649,790

お金が義務的な経費などにどれだけ
充てられているかを示す割合です。
比率が低いほど施策に使える財源が
多いといえます。

市民１人あたりの基金(一般家庭で
いうところの貯金）現在高です。

市民１人あたりの市債（一般家庭で
いうところの借金）残高です。

財政力指数 人口1,000人あたりの職員数（人） ◆普通会計とは…
全国の市町村と比較できるように、統
一的な基準に基づいた会計区分のこと
で、米子市の場合は、「一般会計」に
「市営墓地事業特別会計」をはじめと
する３つの特別会計と「駐車場事業特
別会計のうちの駐輪場部分」を合わせ
た会計をいいます。

類似団体平均 0.75 米子市 5.29
米子市 0.66 類似団体平均 6.03
境港市 0.52 鳥取市 6.13
鳥取市 0.51 境港市 6.32
倉吉市 0.43 倉吉市 7.50

地方公共団体の財政力を示す指数
で、高いほど普通交付税算定上の留
保財源が大きいことになり、財源に
余裕があるといえます。指数が１を
超える地方公共団体は普通交付税の
不交付団体となります。
※普通交付税…地方交付税の主体を
なすもので、各地方公共団体の標準
的な財政需要に対して財政収入が不
足する場合に、その財源不足額を一
定の方法によって算定し、交付する
ものです。

人口1,000人あたりの職員数（特別
職を除く。）で、この指標を類似団
体と比較することで職員数の適正度
をみることができます。
なお、数値の上昇は、保育士確保の
ため任期付職員を採用したことによ
るものです。

類似団体とは…
　全国の市町村を「人口」、「産業構造」の２要素の組合せによって類型ごとに分類したもので、米子市
（平成22年度国勢調査148,271人）は、人口10万人～15万人までで、第２次産業と第３次産業の合計が
95％未満（うち第３次産業が 55％以上）の類型の都市になります。
　なお、今回の比較では、類似団体の中からさらに面積が類似する団体（12団体）を選びました。

※類似団体平均の数値は、平成27年度地方財政状況調査をもとに算出した速報値（平成28年８月31日現在）
です。

もう少し、貯金
を増やしたいな。



ご意見をお寄せください
米子市市街化調整区域における開発許可基準
の見直し（案）に対する意見を募集します
　米子市では、主要幹線道路の利便性に着目した土地
の利活用、空き家空き店舗への対応や集落のコミュニ
ティ維持等を図るため、市街化調整区域における開発
行為の許可基準の見直しを進めています。
　この見直し（案）に対する市民の皆さんからのご意
見を募集します。
☆行政課題に対応できるよう許可基準を見直します
　都市計画法では、無秩序な市街化を防止するため、
都市計画区域において市街化区域と市街化調整区域を
区分しています。このうち市街化調整区域は、市街化
を抑制すべき区域とされており、原則として開発行為
を行なうことはできません。
　ただし、市街化調整区域でも、開発審査会の議を経
てやむを得ないと認められる開発行為など、都市計画
法に規定されている開発行為については、許可を得て
行なうことができます。
　このたびの見直しは、市街化区域と市街化調整区域
の「線引き」は維持しつつも、さまざまな行政課題に
対応できるよう開発行為の許可基準を見直し、一部緩
和を行なおうとするものです。
Ｑ　見直しするとどう変わるの？
Ａ　次のように変わります
①一定の基準のもとに、市街化調整区域内の国道県道
沿いで自己業務用の事務所が建築できるようになり
ます。

②一定の基準のもとに、市街化調整区域内の国道県道
沿いにある空き家・空き店舗で、建築後一定期間を
経過し利用実態のないものについて、自己業務用
の事務所や店舗への用途変更ができるようになりま
す。

③市街化調整区域内のコミュニティ維持が困難になり
つつある小規模な集落内に外部の方が居住できるよ
うになります。

④市街化調整区域内で障がい者施設や高齢者施設を建
築する場合、本市独自で速やかに許可ができるよう
になります。

■資料の閲覧　米子市ホームページ、建築指導課（本
庁舎２階）、地域生活課（淀江支所１階）、行政窓口サー
ビスセンター、公民館で閲覧できます。

■募集期間　10月３日（月）～11月２日（水）
■提出方法　建築指導課へご持参いただくか、郵便、
ファクシミリ、Ｅメールのいずれかでお送りくださ
い。なお、電話や口頭での受け付けはしません。

※いただいたご意見に対して個別に回答はしませんが、
米子市の考え方を後日お知らせします。

■提出先・問合せ
〒６８３－８６８６　米子市加茂町一丁目１番地
米子市建築指導課（☎２３－５２３８、 ２３－５３９４、
Ｅメール：kenchikushido@city.yonago.lg.jp）

米子市防災訓練を開催します
　災害は、いつ、どこで発生するかわかりません。日頃
からの防災に対する意識と準備が大切です。
　防災意識の啓発や地域防災力の向上を目的に、平成28
年度米子市防災訓練を、10月23日（日）に啓成地区で実
施します。
　今回は、今年４月に発生した熊本地震を教訓に、避難
訓練、避難所設営訓練や消火、救命、炊き出しなどの災
害対応訓練を行ないます。
■と き　10月23日（日）午前８時30分～11時30分
■ところ　啓成小学校
●主な訓練内容と実施時間（予定）
　避難訓練、避難所設営訓練　午前８時30分～９時50分
　災害対応訓練（消火、救命、煙体験、炊き出し訓練、

装備品等展示など）　午前10時～11時10分
●注意事項　今回の訓練では、啓成地区において地震や
避難に関する訓練情報を防災行政無線や広報車などで
お知らせします。実際の災害情報とお間違えにならな
いようお願いします。

●その他　当日は、啓成地区以外の方の見学も可能です。
会場において市職員に申し出てください。なお、会場
には駐車スペースがありません。自動車等での来場は
ご遠慮願います。

■問合せ　防災安全課（☎２３－５３２８、 ２３－５３９０）

高額介護サービス費申請のご案内
　介護保険サービスを利用したときの１か月の利用者負
担（介護サービス費用の１割または２割）が次の表の上
限額を超えたとき（同じ世帯内に複数の利用者がいる場
合は、世帯で合算して上限額を超えたとき）は、長寿社
会課に申請されますと超えた分を「高額介護サービス費」
として後日お返しします。過去の利用分も２年間さかの
ぼって申請することができます。なお、施設利用の際の
部屋代、食事代等は対象外ですのでご注意ください。

利用者負担段階区分 個人負担上限額
合算の場合の
世帯負担上限額

世帯内に課税所得145万円以上
の65歳以上の方がいる場合（現
役並み所得者）※

44,400 円 44,400 円

住民税課税世帯（一般） 37,200 円 37,200 円

住民税
非課税
世 帯

ア　合計所得金額および
公的年金等収入額の合計
が80万円を超える方

24,600 円 24,600 円

イ　合計所得金額および
公的年金等収入額の合計
が80万円以下の方等

15,000 円 24,600 円

生活保護受給者の方等 15,000 円 15,000 円

※同一世帯内にいる65歳以上の方の収入の合計が520
万円（世帯内の65歳以上の方が本人のみの場合は383
万円）に満たない場合には、申請することで月額上限が
37,200円になります。
■申請に必要なもの　介護サービス費を支払われた際の
領収書・認印・高額介護サービス費を市から振り込む際
の振込先の預金通帳
■申請・問合せ
　長寿社会課（☎２３－５１３２、 ２３－５０１２）



「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に
ご注意ください！！
・市町村や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビ
ニなどの現金自動支払機）の操作をお願いするこ
とは、絶対にありません。

・ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込
んでもらうことは絶対にできません。

・市町村や厚生労働省などが、「平成28年度臨時福
祉給付金」および「障害・遺族基礎年金受給者向
け給付金」の支給のために、手数料などの振込を
求めることは絶対にありません。
ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員など
をかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、
迷わず、お住まいの市町村や最寄りの警察署（また
は警察相談電話（♯ 9110））にご連絡ください。

　「平成28年度臨時福祉給付金」および
「障害・遺族基礎年金受給者向け給付金」

を支給します
　消費税引上げに際し、低所得の方への影響を緩和する
ため、「平成28年度臨時福祉給付金」を支給します。　
また、賃金引上げの恩恵を受けにくい低年金受給者を支
援するため、「低所得の障害基礎年金または遺族基礎年
金等受給者」を対象に「障害・遺族基礎年金受給者向け
給付金」を支給します。制度の概要については、次のと
おりです。

平成28年度臨時福祉給付金
■支給対象者　平成28年１月１日において米子市に住民
登録があり、次の（１）～（３）をすべて満たす方
（１）平成28年度分の住民税が非課税の方
（２）平成28年度分の住民税が課税の者に扶養されてい

ない方
（３）生活保護を受けていない方
■支給額　支給対象者１人につき、3,000円（１回限り）

障害・遺族基礎年金受給者向け給付金
■支給対象者　平成28年度臨時福祉給付金の対象者の
うち、次の（１）および（２）をすべて満たす方
（１）障害基礎年金または遺族基礎年金の平成28年４月

分の受給がある方（同年５月分の受給のない方を
除く）または、同年５月分の受給がある方

（２）高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給
付金）の支給を受けていない方

■支給額　支給対象者１人につき、30,000円（１回限り）

申請手続および申請期間
　10月中旬頃に給付金の対象と見込まれる方に対し、
申請書等を個別に郵送します。なお、申請書は「平成
28年度臨時福祉給付金」および「障害・遺族基礎年金
受給者向け給付金」を併せた様式としています。
■申請方法　原則、返信用封筒（同封）による郵送申請
■支給方法　原則、金融機関口座への振込
■申請期限　平成29年１月23日（月）まで（当日消印有効）

■問合せ　福祉政策課　臨時福祉給付金担当（☎２３－
５５１０、 ２３－５５９４）

すべての拉致被害者の
一刻も早い帰国実現をめざして

　拉致問題を許さないという国民の声が何よりも強い
力となり、拉致問題の早期解決につながります。
　拉致問題への関心が高まり、拉致被害者の早期帰国
が実現することを願い、次の催しを開催します。

「拉致問題の早期解決を願う
国民のつどいin米子」

○と き　10月15日（土）午後１時30分～３時30分
　　　　　（開場：午後１時）
○ところ　国際ファミリープラザ　２階大ホール
○内 容
◆講演
「北朝鮮よ！姉を返せ！」　講師：横

よこ

田
た

　拓
たく

也
や

さん（拉
致被害者家族連絡会（家族会）事務局長）
「拉致問題の現状と展望」　講師：平

ひら

田
た

　隆
り ゅ う た ろ う

太郎さん
（北朝鮮に拉致された日本人を救出するための全国協
議会（救う会）事務局長）

◆御家族の訴え
松
ま つ も と

本　孟
はじめ

さん（昭和52年10月に米子市で拉致され
た松

まつ も と

本京
きょ う こ

子さんの兄）
古
ふ る い ち

都資
し

朗
ろ う

さん（昭和52年11月に行方不明になった
古
ふる い ち

都瑞
みず

子
こ

さんの弟）
上
うえ

田
だ

淳
あ つ

則
の り

さん（昭和44年11月に行方不明になった
上
うえ

田
だ

英
え い

司
じ

さんの兄）
◆子どもたちからのメッセージ
中山小学校（大山町）６年生の代表

○主 催　政府拉致問題対策本部、鳥取県、米子市、
日南町、伯耆町、大山町、北朝鮮拉致問題早期解決
促進鳥取県議会議員連盟、北朝鮮に拉致された日本
人を救出するための鳥取の会

※参加無料、手話通訳・要約筆記・託児あり（託児は
10月５日（水）までに要予約）

「拉致問題啓発パネル展」
　10月21日は、39年前に米子市出身の松本京子さん
が拉致された日です。
　松本京子さんをはじめ、北朝鮮当局によって拉致さ
れたすべての拉致被害者の一刻も早い帰国が実現する
ことを市民の皆さんとともに願うため、パネル展を開
催します。
○と き　10月19日（水）～25日（火）
　　　　　（土、日を除く。午前８時30分～午後６時）
○ところ　市役所第２庁舎１階
　　　　　米子市人権情報センター
※松本京子さんについて
米子市出身の松本京子さん（当時29歳）は、昭和
52年10月21日に自宅近くの編み物教室に向かっ
たまま行方不明となり、日本政府は平成18年11月
に17人目の拉致被害者として認定しました。
■問合せ　人権政策課
　　　　　（☎２３－５４１５、 ３７－３１８４）



　「よなごの宝88選」から
米子の鉄道遺産　《宝No.38》　弥生町、日ノ出町、道笑町

　山陰地方で一番最初に鉄道が誕生したのは、境港～米子～御来屋間 36.760kmで、明治35
年（1902）11月１日のことです。この鉄道開通は「山陰の夜明け」と言われています。その後、
米子を基点として東西に延び、明治45年（1912）３月１日、京都～出雲今市間の山陰本線全
線が開通しました。明治33年（1900）の工事当初から、米子に「鉄道作業局米子出張所」（米
子鉄道管理局の前身）が置かれ、米子は「鉄道の町」として発展してきました。
　米子駅前広場には、「山陰鉄道発祥之地米子」碑が「C5743」の大車輪と「山陰鉄道の歩み」
碑と共に置かれ、鉄道唱歌を聴きながら、山陰鉄道の歩みを知ることができます。
　米子駅構内の西側には、転車台と扇形車庫があります。蒸気機関車は、向きを変えるこ
とが必要なので、中心に「転車台」を設置し、これより放射線状に９度の角度で「あみだ線」
を設け、一線に１両ずつ収容できるように「扇形車庫」を作りました。
　米子駅０番ホーム付近の柱は、明治の初め（1870年代）鉄道創設期に使用された「双頭レール」を利用しています。
イギリスの「ダーリントン・アイアンカンパニー」1870年（明治３年）の製作銘が、この柱の下部にあります。米子
駅開業時の建築資材で、現在17対残っています。
　日ノ出町２丁目の後藤工場も、鉄道開設とともに「鉄道作業局米子出張所所属仮工場」として米子駅構内に誕生し、
大正７年（1918）11月、現在地に移転。JR米子駅西側の線路脇には由来を記した「後藤工場発祥之地」碑があります。
日ノ出町の現工場構内には、日本の鉄道創設期に使われた英国リバプールのハミルトンズ・ウインザー・アイアンワー
クス社製の鋳鉄柱20本が、そのときの工場建築資材として使われ、水道管や蒸気パイプの支柱として残っています。
　なお、道笑町１丁目のパティオ広場にある県保護文化財「法勝寺電車客車（フ50号）」は、明治20年（1887）英国バー
ミンガム製で、現存している日本最古の木造二軸客車です。【よなごの宝88選実行委員会】
お知らせ　第66回よなご 88 探宝会　「いかこいや自然！～名木を訪ねて～」、10月16日（日）午前10時～午後４時、集合：鳥
取県西部総合事務所前、定員：30人程度、参加費：500円（昼食代別途）。申込みは、住所・氏名・電話番号を記入し郵便ま
たはＦＡＸで「よなごの宝88選事務局」（東町161-2　文化課内、 23-5414）まで

米子市教育委員会では、「米子城 魅せる！プロジェクト 2016」の一環として、２日間にわたり楽しみながら、米子
城と城下町の歴史や魅力に触れていただく米子城ワークショップ（体験型講座）を開催します。
各イベントに参加希望の方は、それぞれ申し込みが必要です。くわしくは文化課までお問い合わせください。
■申込方法　米子市教育委員会文化課まで氏名、住所、当日連絡が取れる電話番号をお知らせください。
■申込期限　11月２日（水）　　■問 合 せ　文化課（☎２３－５４３８、Ｅメール：bunka@city.yonago.lg.jp）

歩いて学ぶ ぐるり米子城スタンプラリー！
午後１時～３時30分

米子城跡内の各所にあるチェックポイントをめぐり、
そこに記されたクイズなどで、楽しみながら米子城
の歴史や謎について学びます。ご家族で楽しめます。
■集合場所　湊山公園艇庫前駐車場
■定 員　40人　※雨天中止
※歩きやすい服装でご参加ください。小学生以下の

方は保護者同伴でお申し込みください。

米子城　十八万石の夜景を狙え！
午後４時～９時

天守に登り、中海に沈む夕日や暮れなずむ空、米子
のまちの夜景を楽しみながら、米子市写真家協会の
方の指導で写真撮影会を行ないます。
■集合場所　湊山公園艇庫前駐車場
■定 員　30人　※雨天中止　
■持 ち 物　懐中電灯、カメラ、三脚など

米子城　東
し の の め

雲の美風景を狙え！
午前５時30分～８時30分

天守に登り、未明から明け方にかけて空の色、町の
風景の移ろいを楽しみながら、米子市写真家協会の
方の指導で写真撮影会を行ないます。
■集合場所　湊山公園艇庫前駐車場
■定 員　30人　※雨天中止
■持 ち 物　懐中電灯、カメラ、三脚など

時空を超えて学ぶ　城下町ブラめぐり！
午前10時～12時30分

江戸時代の米子城下町の古絵図をたよりに 400 年前
の城下町をたどる町歩き。城下町小ネタ満載のバー
チャルタイムスリップをお楽しみいただきます。
■集合場所　米子市立山陰歴史館
■定 員　40人　※少雨決行
※歩きやすい服装でご参加ください。小学生以下の

方は保護者同伴でお申し込みください。

米子城わくわく 日
び

和
より

＜米子城 魅せる！プロジェクト2016＞

11月５日（土） 11月６日（日）



同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくん。米子の歴史や文化（カルチャー）のことにくわ
しいかるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。今回は、米子城の石垣について学びます。

かるちゃん：今回は「米子城フォーラム」や関連イベント「米子城跡ライトアップ」
にちなんで、石垣のことを少し勉強してみよう。

ミナちゃん：同じ米子城でも、場所によって石の形や積み方に違いがあるわね。
かるちゃん：そうだね。石垣の種類は基本、自然石をほとんど加工しないで使う

野
の づ ら づ み

面積、石材を打ち砕いて表面を滑らかに加工し、石材同士の隙間を
減らしつつ間に小石を詰めて整える打

うちこみはぎ

込接、石を完全に加工して、石
材同士の隙間をまったくなくす切

きりこみはぎ

込接という３種類の加工技術と、さ
まざまな大きさの石を自由に積む乱

らんづみ

積、ほぼ高さのそろった石を並べ
横の目地が通るように積む布

ぬのづみ

積という２種類の積み方があって、その
組み合わせで６パターンに大別されるんだ。これらは時代とともに変
化するので、築城や石垣改修の年代を知る手がかりにもなるんだよ。

ジローくん：ちなみに天守台の石垣はどうなんだろう。ある程度加工した石を使っ
てるみたいだけど、ランダムに並んでいるので打込接の乱積かな。

ミナちゃん：四
しじゅうやぐら

重櫓の方は、天守台よりも石の表面が滑らかだし、石同士の密着感
があるので切込接。積み方は、目地のラインが通ってないので乱積ね。

かるちゃん：二人とも正解。そういう目で石垣を見ていくとおもしろいよ。それか
ら、石垣の角の部分を隅

すみいし

石っていうんだけど、角っこは崩れやすいので、
長辺が短辺の２～３倍ある細長い石を互い違いに積み上げて強度を確保
しているんだ。その形が、算

そ ろ ば ん

盤が伝来する前に計算に使われていた算
さ ん

木
ぎ

という棒に似ているので算
さ ん ぎ づ み

木積と呼ばれているんだよ。
ジローくん：あの時代に、何百年も崩れない石垣をつくる技術ってすごいよね。
かるちゃん：算木積は天正年間（1573 ～ 1592）に始まり、慶長10年（1605）頃

完成したといわれていて、その間にすごく進化している。だから、算
木積の完成度で石垣の築造時期を推測することもできるんだ。

ミナちゃん：手作業で石を切り出したり加工したりすること自体がすごいことよね。
かるちゃん：石にノミで矢

や あ な

穴と呼ばれる穴をあけ、そこに鉄の矢（クサビ）を打ち
込んで割っていたんだ。石についた歯形のような跡がその名

な ご り

残だよ。
ジローくん：それってガイドウォークのときに聞いたことがあるよ。矢穴のついた

石が石垣に使われていたり、割り損ねた石が放置されていたりするんだよね。
かるちゃん： まさに「石積みに技あり、石垣に歴史あり」だ。石垣のことだけでも話は尽きないね。これから秋本番とい

うところだけど、11月５日（土）、６日（日）には、いつもと少し違った角度から米子城と城下町の魅力を満喫
できる「米子城わくわく遊

あそ

日
び

和
より

」が開催されるし、その前の10月には、米子市観光協会主催の城下町の小路
を巡るウォーク（10/8）や城山の石仏を巡るイベント（10/21）などもあっておもしろそうだね。

ジローくん・ミナちゃん：これからの季節、ますます広報よなごや市ホームページのイベント情報から目が離せないね！

いよいよ文化の秋に突入です。米子城と城下町関連のイベントも目白押しですね。次回もおたのしみに！
（米子市教育委員会　文化課）



　「鳥取県美術展覧会（県展）」は、広く県民の皆さんから美術
作品を募り、優れた作品を展示することによって、創作活動の
振興を図るとともに、鑑賞の機会を提供し、美術、文化の振興
に寄与することを目的に毎年開催している公募展です。
　米子会場では、洋画・日本画・書道・工芸・彫刻・版画・写真・
デザインの８部門のうち受賞作品と入選作品を展示します。
　さらに、作品への理解をより深めていただくため、米子会場
でも審査員による受賞作品の講評とギャラリートークを行なっ
ています。
　この機会に、個性豊かな県民の作品の数々をぜひご鑑賞くだ
さい！

◎展 覧 会 会 期　10月８日（土）～17日（月）
［会期中無休・観覧料無料］

◎ギャラリートーク　10月８日（土）午前11時～正午
※各展示室で、部門別に行ないます。

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　

我
が
娘
が
拉
致
さ
れ
た
ら
と
思
う
と
、
と
て
も
心
が
痛
み
ま
す
。
一
刻
も
早
く
再
会
を
果
た
さ
れ
、
抱
き
合
い
、
喜
び
あ
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

◎問合せ　米子市美術館　☎３４－２４２４、 ３３－０６７９

第60回鳥取県美術展覧会（県展）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に

～
米
子
市
の
取
り
組
み
～

　

米
子
市
で
は
、
女
性
が
社
会
一
般
的
に

弱
い
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
、
男
性
も
含
め
た
問
題
と

し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
人
が
性
別
に

関
係
な
く
互
い
に
尊
重
さ
れ
、
自
由
に
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

米
子
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

　

本
市
で
は
、
平
成
22
年
に
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ

の
条
例
は
、
す
べ
て
の
人
が
一
人
の
か

け
が
え
の
な
い
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

希
望
と
誇
り
を
持
っ
て
充
実
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
を
め
ざ
す
決
意
を
定
め
て
い
ま
す
。

米
子
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

　

条
例
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
本
市

の
基
本
的
な
取
り
組
み
の
方
向
を
示
し
、

諸
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
25
年

に
第
２
次
米
子
市
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
施
策
を
体
系
的
に
推

進
す
る
た
め
に
、
次
の
三
つ
の
基
本
テ
ー

マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

（
１
）
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
啓

発
、
意
識
改
革
、
体
制
強
化

（
２
）
人
権
に
配
慮
し
誰
も
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

（
３
）
家
庭
、
職
場
、
地
域
等
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進

米
子
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
か
ぷ
り
あ
）

～
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
～

　

か
ぷ
り
あ
（
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
☎
31
―
１
５
９
１
、

31
―

１
５
９
２
））
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
拠
点
と
し
て
、

米
子
市
役
所
旧
庁
舎
１
階
に
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
市
民
が
行
な
う
自
主
的
、
自

立
的
な
活
動
や
交
流
を
支
援
す
る
場
で

あ
り
、
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
書
籍
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
設
置
し
、
幅
広
い
情
報
を
発
信
す
る

場
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
的
な
活
動
や
交
流
活
動
な
ど
を

行
な
っ
て
い
る
市
民
の
団
体
が
こ
こ
に

登
録
す
る
と
、
会
議
室
、
コ
ピ
ー
機
等
の

使
用
も
で
き
ま
す
。（
団
体
登
録
に
つ
い

て
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
☎
23

―
５
４
１
９
、

37
―
３
１
８
４
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

  

ま
た
、
こ
こ
で
は
、
登
録
団
体
が
中
心

と
な
っ
て
、
年
に
一
度
「
か
ぷ
り
あ
祭
」、

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
「
し
ゃ
べ
っ

て
未
来
や
」、「
女
性
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

講
座
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
行

事
内
容
、
日
程
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
男
女
共
同
参
画
の
取
り

組
み
は
、
男
女
が
自
ら
の
意
思
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
て
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
形
成
の

た
め
に
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　
（

37
―
３
１
８
４
）



さ
っ
き
の
防
災
無
線
の
内
容
は
？
　
緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す

　

10
月
27
日
㈭
の
午
後
５
時
30
分

～
11
時
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休

止
し
ま
す
。
す
べ
て
の
コ
ン
ビ
ニ

店
舗
で
米
子
市
の
各
種
証
明
書
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ　

市
民
課
（
☎
23
―

５
１
４
５
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

shim
inn@

city.yonago.lg.jp

）

　

入
学
前
の
健
康
診
断

　

平
成
29
年
度
に
小
学
校
１
年
生

に
な
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断

（
就
学
時
健
康
診
断
）
を
行
な
い

ま
す
。「
入
学
前
の
健
康
診
断
の

お
知
ら
せ
」
を
、
10
月
中
旬
ま
で

に
各
家
庭
宛
て
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
ご
案
内
す
る
小
学
校
で
健
康

診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

５
４
３
４
、

23
―
５
４
１
３
）

　

確
定
申
告
用
等
の
納
付
済
額
確

認
の
取
り
扱
い
を
変
更
し
ま
す

　

確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
た
め

に
控
除
対
象
の
保
険
料
（
国
民
健

康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
）
の
納
付
済

額
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
１
月
か
ら
３
月
の
間
に
納
付
済

額
確
認
書
を
交
付
し
た
方
に
対

し
、
平
成
28
年
中
分
の
納
付
済
額

確
認
書
を
平
成
29
年
１
月
末
ま
で

に
郵
送
し
、
納
付
済
額
の
電
話
回

答
は
行
な
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

発
送
予
定
以
外
の
方
で
も
、
電

話
で
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
納

付
義
務
者
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

国
民
健
康
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
保
険
年
金
課
（
☎
23
―

５
１
２
４
・
５
１
２
５
、

23
―

５
５
７
９
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
長
寿

社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
１
、

23
―
５
０
１
２
）

　

鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す

　

平
成
28
年
９
月
１
日
現
在
で
調

製
し
た
「
鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委

が
、
10
月
５
日
㈬
の
契
約
終
了
を

も
っ
て
レ
ン
タ
ル
事
業
を
終
了
し

ま
す
。
く
わ
し
く
は
環
境
政
策

課
（
☎
23
―
５
２
５
６
、

23
―

２
５
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
か

ら
出
た
ご
み
は
、
市
の
収
集
日
に

出
す
ほ
か
再
生
利
用
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
環
境
保

全
係
（
☎
23
―
５
２
５
７
、

23
―
５
２
５
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

kankyoseisaku@
city.yonago.

lg.jp

）

　

配
水
方
式
が
変
わ
り
ま
す

　

長
砂
町
に
建
設
し
て
い
ま
し
た

中
央
・
南
部
配
水
池
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

10
月
か
ら
行
な
う
試
運
転
調
整

が
終
わ
り
次
第
、
順
次
ポ
ン
プ
圧

送
方
式
か
ら
配
水
池
方
式
（
自
然

流
下
方
式
）
に
変
更
し
ま
す
。

　

変
更
後
は
、
短
時
間
の
停
電
事

故
等
で
も
断
水
に
な
ら
ず
、
よ
り

災
害
に
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
等
、
水
の
使
用
量

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
の
縦

覧
を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
と
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

の
有
権
者
に
な
れ
ま
せ
ん
。
登
録

漏
れ
や
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ
の
期

間
中
に
異
議
の
申
し
立
て
が
で
き

ま
す
の
で
、
縦
覧
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

縦
覧
期
間　

10
月
20
日
㈭
～
11
月

３
日
㈭
㈷
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
。
※
土
・
日
・
祝
日
に
縦

覧
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

場
所　

米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
、

23
―

５
３
４
９
）

　

電
気
自
動
車
の
レ
ン
タ
ル
事
業

が
終
了
し
ま
す

　

米
子
市
で
は
、
中
海
市
長
会
の

共
同
事
業
と
し
て
、
環
境
に
と
て

も
優
し
い
電
気
自
動
車
普
及
啓
発

の
た
め
、
電
気
自
動
車
を
２
台
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

平
日
は
公
用
車
と
し
て
、
土
・

日
・
祝
日
は
委
託
会
社
と
の
協
働

事
業
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

観
光
客
の
方
へ
レ
ン
タ
カ
ー
と
し

て
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
し
た

が
少
な
い
と
き
に
は
、
現
在
よ
り

水
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
水
道
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

配
水
池
方
式
に
変
更
と
な
る
地
域

　

日
野
川
以
西
市
内
全
域
お
よ
び

巌
地
区
の
一
部

問
合
せ　

米
子
市
水
道
局
施
設
課

計
画
推
進
室
（
☎
32
―
９
９
３
０
、

23
―
３
５
３
０
）

　

終
戦
当
時
の
引
揚
者
お
よ
び
そ

の
ご
家
族
の
方
々
へ

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税

関
、海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う

ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば

か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も

結
構
で
す
。お
心
あ
た
り
の
方
は
、

上
陸
港
を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は

境
税
関
支
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
８
４
―
０
０
３
４

　

境
港
市
昭
和
町
11
―
18　

境
税



関
支
署
（
☎
42
―
２
２
２
８
、

42
―
３
８
９
３
）

　

20
代
向
け
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
＆
交
流
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募

集
中

　

20
代
の
若
年
層
の
方
を
対
象

に
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
等
に

関
す
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
米
子
の

良
さ
を
再
発
見
で
き
る
交
流
イ
ベ

ン
ト
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
13
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
５
時
45
分

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
４
０
１

会
議
室

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
詳
細
、
申
込

方
法
に
つ
い
て
は
、
米
子
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ　

地
方
創
生
推
進
課
（
☎

23
―
５
３
５
７
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

chihousousei@
city.yonago.

lg.jp

）

　

自
衛
官
募
集　
　

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生

（
男
子
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

10
月
３
日
㈪
～
11
月

４
日
㈮

試
験
予
定
日　

11
月
12
日
㈯

※
試
験
の
受
付
期
間
・
試
験
日
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

　

参
加
者
募
集

米
子
下
町
10
選
「
米
子
の
小
路
と

下
町
め
ぐ
り
」

　

米
子
の
下
町
に
古
く
か
ら
た
た

ず
む
小
路
と
町
並
を
、
小
路
看
板

を
巡
り
な
が
ら
散
策
し
ま
す
。
下

町
情
緒
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
※
悪
天
候
の
場

合
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

と
き　

10
月
８
日
㈯　

午
前
10
時

集
合

と
こ
ろ　

山
陰
歴
史
館
前

定
員　

先
着
20
人
程
度

料
金　

５
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
）

申
込
締
切　

10
月
７
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
観
光
協

会
（
☎
37
―
２
３
１
１
、

37
―

２
３
７
７
）

米
子
下
町
10
選
「
米
子
城
山

八
十
八
カ
所
石
仏
め
ぐ
り
」

　

城
山
大
師
を
起
点
に
中
腹
を
１

周
す
る
コ
ー
ス
。
他
に
も
秋
の
城

山
な
ら
で
は
の
野
草
や
景
色
を
堪

能
で
き
ま
す
。※
悪
天
候
の
場
合
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

10
月
21
日
㈮　

午
前
９
時

集
合

と
こ
ろ　

山
陰
歴
史
館
前

定
員　

先
着
50
人
程
度

料
金　

５
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
）

申
込
締
切　

10
月
19
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
観
光
協

会
（
☎
37
―
２
３
１
１
、

37
―

２
３
７
７
）

　

受
講
者
募
集

　
（
公
社
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
高
年
齢

者
の
再
就
職
を
支
援
す
る
目
的

で
、
技
能
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

講
習
期
間　

11
月
25
日
㈮
～
平
成

29
年
１
月
13
日
㈮
の
う
ち
６
日
間

講
習
会
場　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

ほ
か

応
募
締
切　

11
月
11
日
㈮

定
員　

15
人

対
象　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
も
満

た
す
方

①
55
歳
以
上
で
求
職
活
動
中
の
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
み
を

し
て
い
る
方
。

②
全
日
程
受
講
可
能
な
方
（
日
曜

日
は
休
講
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
交
通

費
自
己
負
担
）

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

（
☎
33
―
３
９
１
１
、

33
―

３
９
５
９
）

※
講
習
案
内
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米

子
、
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
す
。

問
合
せ　
（
公
社
）
鳥
取
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
☎

37
―
２
５
３
１
）

　

職
業
訓
練
生
募
集

　
「
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
」

で
は
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
技
能
・
技

術
お
よ
び
専
門
知
識
を
身
に
つ
け

る
訓
練
で
す
。
初
心
者
の
方
も
基

礎
か
ら
学
べ
ま
す
。
就
職
支
援
の

シ
ス
テ
ム
も
充
実
し
て
い
ま
す
の

で
、
手
に
職
を
つ
け
た
い
、
自
分

に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
身
に
つ
け

た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
求
職
者

の
方
に
お
す
す
め
の
訓
練
で
す
。

12
月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）
募

集訓
練
期
間　

12
月
１
日
㈭
～
平
成

29
年
５
月
29
日
㈪

訓
練
科

　

産
業
技
術
科　

定
員
15
人

　

ビ
ル
管
理
技
術
科　

定
員
15
人

募
集
期
間　

10
月
７
日
㈮
～
11
月

10
日
㈭

応
募
資
格　

求
職
中
の
方

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
）

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

（
☎
33
―
３
９
１
１
、

33
―

３
９
５
９
）

問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米

子
（
☎
27
―
５
１
１
５
、

27
―

０
９
８
０
）

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
28
年
度
秋
募
集
を
し
ま
す

　

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
成
28
年
度

秋
募
集
を
９
月
30
日
㈮
～
11
月
４

日
㈮
の
間
、
行
な
い
ま
す
。

応
募
に
関
す
る
問
合
せ
・
資
料
請

求
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ　

青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局　

募
集
課
（
☎
03
―

５
２
２
６
―
９
８
１
３
、
Ｅ
メ
ー

ル
：jicavolunteer-boshu@

jica.go.jp

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

w
w

w
.jica.go.jp

）

　

為た
め
す
え末　
大だ

い

さ
ん
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す

　

第
15
回
ゆ
め
講
演
会
を
、

４
０
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
日
本

記
録
保
持
者
で
３
度
の
オ
リ
ン

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品
　
　
パ
パ
と
マ
マ
二
役
こ
な
す
ひ
と
り
親
愛
情
だ
っ
た
ら
二
倍
以
上
さ



ピ
ッ
ク
出
場
を
果
た
し
、
現
在
は

国
内
外
で
陸
上
競
技
の
普
及
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
為

末
大
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
開
催

し
ま
す
。

入
場
無
料
。
10
月
３
日
㈪
か
ら
各

公
民
館
等
で
入
場
整
理
券
を
配
布

し
ま
す
（
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
）。

テ
ー
マ　
「
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
」

と
き　

11
月
20
日
㈰　

午
後
２
時

～
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン

タ
ー 

さ
な
め
ホ
ー
ル

問
合
せ　

淀
江
支
所
よ
ど
え
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
（
☎
56
―

３
１
６
４
）

　

よ
ど
え
夢
ま
つ
り
（
第
33
回
淀

江
町
産
業
祭
）

と
き　

10
月
16
日

㈰　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

米
子
市

淀
江
文
化
セ
ン

タ
ー
、
屋
外
特
設
会
場

出
店　

淀
江
町
内
を
中
心
と
す
る

各
種
企
業
、
団
体
な
ど
に
よ
る
特

産
品
販
売
、
展
示
、
バ
ザ
ー

屋
外
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト　

郷
土

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品
　
　
イ
ク
ジ
イ
と
　
呼
ば
れ
る
日
ま
で
　
続
け
た
い

芸
能
、
町
内
サ
ー
ク
ル
、
お
楽
し

み
抽
選
会
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な

どこ
ど
も
夢
広
場　

お
話
コ
ー

ナ
ー
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ド

な
ど

安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
ｉ
ｎ
よ

ど
え
（
午
前
中
）

●
は
た
ら
く
車
の
展
示

　

パ
ト
カ
ー
、
消
防
車
、
救
急
車
、

除
雪
車
、
高
所
作
業
車
、
自
衛
隊

車
両
な
ど

●
防
火
・
防
災
体
験

　

水
消
火
器
体
験
、
火
災
警
報
器

の
展
示
、
防
火
衣
お
よ
び
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
衣
経
験
な
ど　

●
交
通
安
全　

お
子
さ
ん
制
服
撮

影
な
ど

問
合
せ　

淀
江
支
所
よ
ど
え
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
（
☎
56
―

３
１
６
４
）

　

米
子
市
体
力
テ
ス
ト
会

　

簡
単
な
テ
ス
ト
で
体
力
年
齢
を

確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

10
月
23
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
（
受
付
開
始
：
午
前
９
時
）

と
こ
ろ　

義
方
小
学
校
体
育
館

対
象

20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
健
康
な
人

（
成
人
）

65
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
健
康
な
人

（
高
齢
者
）

※
年
代
に
よ
っ
て
、
テ
ス
ト
種
目

が
一
部
異
な
り
ま
す
。

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
・

運
動
靴
（
上
履
き
用
）

※
参
加
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

　

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取

米
子
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
デ
イ

と
き　

10
月
23
日
㈰　

午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ

と
こ
ろ　

チ
ュ
ウ
ブ
Ｙ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ

ス
タ
ジ
ア
ム

対
戦
相
手　

カ
タ
ー
レ
富
山

チ
ケ
ッ
ト　

米
子
市
に
お
住
ま
い

の
方
、
お
勤
め
の
方
に
は
バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド
自
由
席
の
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
を
特
別
優
待
価
格
１
０
０
０
円

（
通
常
１
７
０
０
円
）
で
販
売
し

ま
す
。
ま
た
、
無
料
招
待
券
を
米

子
市
内
の
小
中
学
校
児
童
生
徒
に

事
前
配
布
す
る
ほ
か
、
希
望
さ
れ

る
高
校
生
の
方
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

　

ふ
ら
っ
と
、
運
動
体
験

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
。
た
だ
し
、
介
護
認
定
の
あ
る

方
は
除
き
ま
す
。

利
用
料　

１
５
０
円

※
予
約
不
要

開
放
日
時

▼
ふ
れ
あ
い
の
里
（
２
階　

作
業

療
法
室
）

10
月
３
日
㈪
・
14
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

10
月
17
日
㈪
・
28
日
㈮　

午
後
２

時
～
４
時

▼
淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

10
月
５
日
㈬
・
12
日
㈬
・
19
日
㈬

　

午
後
２
時
～
４
時

▼
弓
浜
地
域
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
機
能
訓
練
室
）

10
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
・
20
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

問
合
せ　

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―

５
１
５
５
、

23
―
５
０
１
２
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

の
つ
ど
い

　

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
、
介

護
の
悩
み
を
話
す
場
で
す
。

と
き　

10
月
11
日
㈫
、
11
月
８
日

㈫　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階　

福
祉
団
体
活
動
室

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
。

問
合
せ　

認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
鳥
取
県
支
部
（
☎
37
―
６
６
１

１
、

30
―
２
９
８
０
）

　

無
料
法
律
相
談
・
裁
判
所
見
学

会
　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

「
法
の
日
」
週
間
に
ち
な
み
、
裁

判
所
、
検
察
庁
お
よ
び
弁
護
士
会

の
共
催
に
よ
り
、
鳥
取
県
弁
護
士

会
に
よ
る
「
無
料
法
律
相
談
」
と

鳥
取
地
方
裁
判
所
に
よ
る
「
裁
判

所
見
学
会
」
を
行
な
い
ま
す
。

○
無
料
法
律
相
談

と
き　

10
月
28
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部

定
員　

30
人
程
度（
当
日
受
付
順
）

※
予
約
不
要　

問
合
せ　

鳥
取
県
弁
護
士
会
（
☎

０
８
５
７
―
22
―
３
９
１
２
）

○
裁
判
所
見
学
会

と
き　

10
月
27
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子

支
部

内
容　

民
事
裁
判
制
度
に
つ
い
て

の
説
明
、
模
擬
裁
判
、
施
設
紹
介
、

質
疑
応
答

定
員　

24
人
（
申
込
み
受
付
順
）

※
要
事
前
申
込

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
地
方
・
家

庭
裁
判
所
米
子
支
部
庶
務
課
（
☎

22
―
２
２
０
５
）
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進
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い
い
夫
婦
　
長
所
を
伸
ば
す
　
ほ
め
上
手

第10回全日本 Challenged
アクアスロン皆生大会

　障がい児・者による水泳、ランニングの複合競技大会
「Challenged アクアスロン」が今年も開催されます。参
加するアスリートのみならず、ここに集うすべての人々
が心から楽しみ、交流の輪がひろがるよう、皆さんの応
援をお待ちしております。
【前夜祭】
■と き　10月９日（日）午後２時～４時
■ところ　ガイナックスシアター（イオン米子駅前店３階）
※参加希望の方は、事前申込・参加費500円が必要です。
【競技会】
■と き　10月10日（月・祝）
　受付開始：午前８時、　開会式：午前８時30分～９時
　競技開始：午前９時30分～、終了予定：午後４時
■ところ　米子市皆生市民プール、皆生プレイパークお

よびその周辺
※雨天時は、米子市皆生市民プールおよび体育館
■主催・問合せ　全日本 Challenged アクアスロン皆生

大会実行委員会 事務局（NPO 法人地域活動支援セン
ターおおぞら内（☎・ ３４－２５５６）［受付時間：
平日午前10時～午後５時。時間外は留守番電話になり
ます。土、日、祝日は休み］

彩色仏教壁画出土25年企画展
上淀廃寺出土壁画写真パネル展
―古代壁画が今に伝えるものー

■期間　10月２日（日）～９日（日）
■場所　米子市立図書館市民ギャラリー（２階）
■主催・問合せ　上淀白鳳の丘展示館
　　　　　　　　（☎・ ５６－２２７１）

ＮＨＫ鳥取放送局開局80年記念
「民謡魂 ふるさとの唄」公開収録観覧募集
ＮＨＫ鳥取放送局と米子
市では、「民謡魂 ふるさと
の唄」の公開収録を実施
します。ＴＯＫＩＯのリー
ダー・城島茂さんの司会
で紡がれるダイナミック
なステージショー。全国各地に脈々と息づく唄や郷土芸
能の数々を掘り起こし、ふるさとの“知られざる魅力”
を再発見する番組です。
観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。
■と き　12月４日（日）

開場：午後５時30分
開演：午後６時30分
終演予定：午後８時

■ところ　米子市公会堂
■司 会　城島茂（ＴＯＫＩＯ）
　　　　　塩屋紀克アナウンサー（ＮＨＫ）
■出演・放送予定　未定
※決まり次第、ＮＨＫ鳥取放送局のホームページ（http://

nhk.jp/tottori/）などでお知らせします。
■観覧申込  入場は無料ですが、入場整理券（１枚で２
人まで入場可）が必要です。郵便往復はがきに次の必要
事項を記入してお申し込みください。
< 往信用裏面 >（１）郵便番号、（２）住所、（３）名前、

（４）電話番号
< 返信用表面 >（１）郵便番号、（２）住所、（３）名前

【あて先】〒６８３－８６８６（住所不要）
　　　　　米子市文化課「民謡魂」観覧係

【締　切】11月14日（月）必着
※応募多数の場合は抽選となります。
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※応募情報は抽選結果の連絡のほか、ＮＨＫでは受信料

のお願いに使用することがあります。
■主 催　ＮＨＫ鳥取放送局、米子市
■問合せ　米子市文化課　【☎２３－５４３６（土日祝除
く、午前８時30分～午後５時15分）】
ＮＨＫ鳥取放送局【☎０８５７－２９－９２００（土日祝
除く、午前９時30分～午後６時）】

鳥取県立皆生養護学校
　第２回学校公開＆作品展

■と き　10月24日（月）～28日（金）午前９時～正午
■ところ　鳥取県立皆生養護学校（上福原７-13-４）
■問合せ　皆生養護学校支援部（☎２２－６５７１、

３８－３４８５）（担当：紙本、岩井）

「ダンス・フェス１　ver. ８」
出場者募集

　ジャンルを超えたダ
ンスの祭典「ダンス・
フェス１」の出場チー
ムを募集中！ダンスの
ジ ャ ン ル は 問 い ま せ
ん。熱いステージで、
地元のダンスシーンを
盛り上げていきましょ
う！たくさんのご応募
をお待ちしています。

■と き　平成29年２月11日（土・祝）、12日（日）
■と こ ろ　米子市公会堂　大ホール
■ジャンル　オールジャンル
■募 集 数　各日とも20組程度（応募団体多数の場合、

主催者による選考となる場合があります。）
■出 場 料　１団体2,000円
■申込締切　10月31日（月）
■申込・問合せ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品
　
　
お
ー
い
お
茶
？
自
分
で
淹
（
い
）
れ
た
ら
ど
う
で
す
か

ハンド・シャドウズ・アニマーレ
Hand Sadows ANIMARE

　子どものころ、誰もが一度
は遊んだ経験のある“手影絵”
がダイナミックかつ繊細なス
テージに！！“手影絵”が主
役の、究極のパフォーマンス
をお楽しみください。
■と き　12月17日（土）午後２時

（開場：午後１時30分）
■ところ　米子市文化ホール メインホール
■主 催　鳥取県文化振興財団、米子市文化財団
■チケット　

【指定席】おとな：3,000円
（鳥取県文化振興財団友の会プレミアム会員、米子市文
化財団 Feel 友の会会員：2,500円）

【自由席】おとな：2,000円
【指定・自由】中・高生：1,500円、小学生以下：700円
※３歳未満のお子さんは膝上鑑賞無料、ただし席が必要

な場合は有料（小学生以下価格）
※車いす席は指定席価格、取扱いは米子市文化ホール
※障がい者手帳をお持ちの方および介添者１人まで、会

員価格に割引
※学生チケットでの入場の際は、学生証等の提示が必要

な場合があります。
■プレイガイド　米子市文化ホール、米子市公会堂、米

子市淀江文化センター、アルテプラザ（米子天満屋４
階） ほか

ワークショップ
４～５個の手影絵を白幕に映して体験できます。
■とき　12月17日（土）終演後　午後３時15分～４時
■対象　小学３年生から６年生までの親子60人
　　　　※公演鑑賞者に限ります。
■申込はアルテプラザまで。

■問合せ　アルテプラザ（☎３８－５１２７）、
　　　　　米子市文化ホール（☎３５－４１７１)

鳥取県・モンゴル中央県友好交流20周年記念プレイベント
モンゴル国立馬頭琴交響楽団 米子公演

　モンゴルの伝統楽器「馬
頭琴（モリンホール）」を中
心とした演奏会を開催しま
す。「馬頭琴」は物語「スー
ホの白い馬」でも有名な楽器で、それを用いた伝統音楽
は、ユネスコの無形文化遺産に登録されています。今回
の馬頭琴交響楽団の演奏は大変貴重で、鳥取県内でも初
めてとなります。ぜひこの機会に、外国の伝統楽器、伝
統音楽の魅力に触れてください。また当日はモンゴルに
関する写真や衣装などの展示も行ないます。
■と き　11月10日（木）午後６時30分開演
■ところ　米子市公会堂大ホール
■入場券　3,500円（全席自由席、当日500円増）
■プレイガイド　米子市公会堂、米子市文化ホール、

米子市淀江文化センター、アルテプラザ（米子天満屋
４階） ほか

■問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

花と緑のフェア「グリーンフェスタ in 米子」
■とき　10月15日（土）・16日（日）午前９時～午後５時
■イベント内容

花木苗木の無料配布（両日　午前と午後）／モデル庭
園展示／樹木名当てクイズ／軽食コーナー／草花・植
木・造園資材の販売／とっとり花回廊　寄植教室（15
日午前と午後）（当日受付　先着順）／剪定実演（15
日　午前：マツと午後：雑木）／竹垣（四ツ目垣）の
施工実演（16日　午前と午後）／はたらくくるま展示
／フリーマーケット／ヨネギーズとのふれあい／お子
さまに風船を無料配布

■問合せ　維持管理課
　　　　　（☎２３－５２４７、 ２３－５２５４）

米子市公会堂市民交流事業
米子市公会堂 HAPPY　HALLOWEEN

　 県 西 部 最 大 級 の ハ ロ
ウィンイベントを今年も
にぎやかに開催します。
メ イ ン の 仮 装 パ レ ー ド

「ハッピーパレード」では、
仮装して角盤町商店街を
練り歩きます。トリック
オアトリートの合言葉で、商店の人と菓子のやり取りを
楽しみましょう。仮装パレードは参加無料ですが、事前
の申し込みが必要です。米子市公会堂までお申し込みく
ださい。※定員になり次第締め切ります。※雨天決行
■とき　10月16日（日）。受付開始：午前10時、オープ
ニング：午前10時30分、パレード出発：午前11時
■主催　米子市文化財団［米子市公会堂］
■共催　角盤町商店街振興組合
■申込・問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

農と食のフェスタ in せいぶ
■と き　10月22日（土）午前10時～午後４時

23日（日）午前10時～午後３時
■ところ　米子コンベンションセンター・米子市文化

ホール・米子駅周辺
■せいぶの４大食まつりが大集合

※ご来場方法に関するお願い　当日は会場周辺の道路・
駐車場の混雑が予想されます。公共交通機関をご利用く
ださい。鳥取県西部総合事務所からのシャトルバスもご
利用いただけます。
■主 催　食のみやこ鳥取県西部フェスタ連絡協議会
（ＪＡ鳥取西部、新日本海新聞社、米子市観光協会、
鳥取県西部総合事務所）

■問合せ　鳥取県西部総合事務所農林局
　　　　　（☎３１－９６５２、 ３４－１０８３）

米フェスタ
「米生郷祭」

ＪＡふれあい
まつり

ネギ来まつり
&米子駅祭り

せいぶの
農と食まつり
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宝くじの助成金で整備しました

　このたび、自治総合センターの宝くじ社会貢献広報事
業の助成を受け、西皆生自治会に屋外行事関連備品と収
納倉庫が整備されました。
　西皆生自治会では、恒例の夕涼み会が盛大に開催され、
子どもから大人まで多くの住民が集まり、交流、親睦を
さらに高めることができました。
■問合せ　市民自治推進課
　　　　　（☎２３－５３７１、 ２３－５３５４）

今年のオータムジャンボ宝くじは
１等・前後賞合わせて５億円！

■発売期間　９月26日（月）～10月14日（金）
■抽 選 日　10月21日（金）
■この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや

環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のため
に使われます。

農地に係る固定資産税の
課税強化および課税軽減のお知らせ

■課税強化について
　農地法および地方税法の改正に伴い、遊休農地を放置
している農地所有者（※１）に対し、平成28年12月31
日までに農業委員会が農地中間管理機構と協議すべきこ
とを勧告した遊休農地が、平成29年度から固定資産税
の評価額が通常農地の評価額の約1.8倍となる対象にな
ります。
　ただし、耕作を再開されたり、農地中間管理機構と貸
し借りについて協議をされ、勧告を受けた年の12月末
までに勧告の撤回に至った場合は課税強化の対象外とな
ります。
※１…農業委員会が行なった利用意向調査に対し未回答
の方や、自分で耕作する、自分で借り手を探すなどと回
答された方でそのとおりにされていない方
■課税軽減について　1,000平方メートル（10アール）
未満の自作地を残した全農地（市街化区域を除く。）を、
平成28年４月１日以降に、農地中間管理機構に10年以
上の期間で貸し付けた場合は、固定資産税の課税軽減の
対象となります。
　くわしくは米子市ホームページをご確認いただくか、
お問い合わせください。
■問合せ　米子市農業委員会事務局（☎２３－５２７７、

Ｅメール：nogyo@city.yonago.lg.jp）

10月1日は「浄化槽の日」です
浄化槽の適正な維持管理をお願いします

浄化槽は、維持管理を適切に行なわないと、放流水の水
質悪化や悪臭の発生を招き、水環境や周囲の生活環境を
悪化させてしまいます。浄化槽の管理（設置）者の方には、
法律等により次のことなどが義務付けられています。
●保守点検…点検・修理・消毒剤の補充など（年３～４

回以上）
●清 掃…汚泥の抜き取りなど（年１回以上）
●定期検査…水質等の検査（年１回）
※保守点検および清掃は浄化槽の種類などにより回数が

定められています。
こんな時には届出を　浄化槽を廃止・休止された時や管
理者が変更された時などには、届出をお願いします。届
出様式はホームページからもダウンロードできます。
■問合せ　環境政策課
　　　　　（☎２３－５２５６、 ２３－５２５８）

広告主を募集します
　「平成29年度ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・
国保ガイド」の広告主を募集します。
■印刷部数　86,500部（平成28年度実績）
■広告の場所　４月・６月・８月・10月・12月・２月の下

部に２枠ずつ掲載します。
■広告のサイズ　１枠…縦 2.5cm、横 13.5cm
■広告掲載料　１枠 50,000 円
■募集期間　10月３日（月）～11月11日（金）
■申込・問合せ　環境事業課（☎２３－５３００、 ３０

－０２７１）
※応募方法・掲載基準など、くわしくは「米子市ホーム

ページ」に掲載しています。

奨学金利子を本市が負担します
新規学卒者の利息付奨学金の返還に伴う利息
部分を一部助成します！
　米子市では、新たに大学等（学校教育法に規定する大
学院、大学、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門
課程））を卒業し、卒業した年度以後に市外から米子市
に転入後居住して就労した場合に、利息付奨学金の返還
に特に援助を必要とする方に対して、その大学等に在学
中の修学に係る奨学金を返還される際に、返還する奨学
金のうちの利息に係る部分を助成します。
　くわしくは米子市ホームページ（http://www.city.
yonago.lg.jp/17573.htm) でご確認いただくか、商工
課までお問い合わせください。
■申請・問合せ　商工課（☎２３－５２１６、 ２２－６１０６）

出会いサポーター（ボランティア）募集
　県が設置する、結婚を希望する男女の一対一のお引合
せ（マッチング）の支援をしてくださるボランティア「出
会いサポーター」を募集しています。
　くわしくは、えんトリー（とっとり出会いサポートセ
ンター )　米子センターまでお問い合わせください。
※えんトリーは、県からの委託により（一社）鳥取県法

人会連合会が運営しています。
■申込・問合せ　えんトリー（とっとり出会いサポート
センター )　米子センター（☎３０－３４４３、Ｅメール：
y-entry@dune.ocn.ne.jp）



身体障がい者相談日
　身体障がい者相談員が、障がい等級の変更、身体の状態など
の相談に応じます。
■と き　毎月第３木曜日の午前10時30分～正午

（10月20日、平成29年１月19日、３月16日は、医
師による身体障がい者医療相談も行ないます。）

■ところ　米子市心身障害者福祉センター
■問合せ　米子市心身障害者福祉センター
　　　　　（☎３２－９００１、 ３５－６５７７）

相談員氏名 住 所 電話番号
板垣　成行（視覚） 新開 1-7-31 ☎２２－４７５５
黒田　正勝（肢体） 富益町 141-21 ☎２５－１１６４
岩田　　敬（肢体） 下新印 531-1 ☎２７－２７７６
田中　純子（内部） 河岡 878  ☎２７－４４６４
吉田喜久子（肢体） 河崎 1081-2 ☎２９－０４５０
後藤　　昌（視覚） 皆生温泉 1-2-59 ☎３４－０６７０

身体障がい者・知的障がい者相談
知的障がい者相談日

　知的障がい者相談員が、療育・生活などの相
談に応じます。
■と き　11月17日（木）、平成29年１月26日

（木）、３月16日（木）
　　　　　いずれも午後１時30分～３時
■ところ　米子市福祉保健総合センター

ふれあいの里　１階
障がい者活動室２

■問合せ　米子市心身障害者福祉センター　　
（☎３２－９００１、 ３５－６５７７)

相談員氏名 電話番号
柴田ひろ子 ☎２２－２６５５
植村ゆかり ☎２３－０８２５
安木　達哉 ☎ 090－1189－0794

米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

義方町
住 宅 義方町

7R1 304
中層耐火
４ 階 建

2LDK 21,900円
～43,100円 H7

7R1 402 3LDK 26,000円
～51,100円 H7

■申込受付期間　10月３日（月）～７日（金）
■申込受付時間　午前８時30分～午後５時15分
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類

申込理由により添付書類が必要となる場合がありま
す。くわしくは、建築住宅課にご確認ください。
※住宅申込書に申込者全員の個人番号（マイナンバー）
の記入が必要となります。個人番号（マイナンバー）
の確認できる書類と本人確認書類（運転免許証など）
をご持参ください。

■入居選考方法
　10月11日（火）に公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　11月１日（火）
※次回の市営住宅入居者募集は11月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３、 ２３－５３９

６、Ｅメール：kenchikujutaku@city.yonago.lg.jp）
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生涯学習講座人生大学を開講中
受講生随時募集

　くわしくは米子市ホームページ、市役所・お近くの
公民館にあるチラシをご確認ください。
■申込方法　講座開催日当日に、新規受付でお申込み

いただくことが可能です。
■受講料　年間受講料1,000円
　（受講回数にかかわらず、年間一律1,000円です。）
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４、 ２３－５４１４）
【10月の講座】

10月17日
（月）

「 相 続・ 遺 言・
後見～あなたの
大事な財産を愛
する方へ～」

司法書士廣谷栄一事務所
代表所長　廣

ひ ろ た に

谷　栄
え い い ち

一さん

10月31日
（月）

「楽しくなる音
楽講座（明治・
大正・昭和の歌
をあなたと）」

鳥取短期大学幼児教育保育学科
教授　白

し ら い し

石由
ゆ み こ

美子さん
ピアノ伴奏　稲

い な げ

毛　麻
ま き

紀さん

第１回米子市消費生活セミナー
講演と無料法律相談

　講演では、最近多発している契約に関する消費者トラ
ブルについて、わかりやすくお話ししていただきます。
また、弁護士による無料法律相談を島根大学大学院法務
研究科と連携して行ないます。
■と き　10月29日（土）　（午後１時30分～３時）
■ところ　米子市立図書館　多目的研修室
■講 演　「やさしい契約の話」
　　　　　～消費者被害にあわないために～
■講 師　島根大学大学院法務研究科
　　　　　准教授　玉樹　智文さん
■定 員　100人　※入場無料・申込不要

弁護士による無料法律相談（午後３時～５時）
■定 員　８人。１人30分程度
※要予約・定員になり次第締め切ります。
■申込・問合せ　市民相談課（☎２３－５３７８、 ２３
－５３９１、Ｅメール：shiminsodan@city.yonago.lg.jp）

取扱時間が変わります
　市税等の納付場所としてご利用いただいております、
山陰合同銀行米子市役所派出窓口の取扱時間が、10月
３日（月）から次のとおり変わります。

▼変更前の取扱時間　午前９時から午後４時

▼変更後の取扱時間　午前９時から午後３時
※午後３時以降は、各課窓口で納付いただくか、コンビ

ニエンスストア（市税および一部の料金のみ対象）で
の納付をお願いします。

■問合せ　会計課（☎２３－５１７１、 ２３－５１６９）
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乳児の結核予防接種
■ところ　ふれあいの里　３階
■受　付　午後１時～２時（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場
合は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手
帳がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」
の冊子を読んできてください。体温は接種会場で測り
ます。

対 象 児 接 種 日
H28年４月16日～H28年４月30日生 10月11日（火）
H28年５月１日～H28年５月15日生 10月27日（木）
H28年５月16日～H28年５月31日生 11月８日（火）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受け
ていない方も受けてください。

■申込・問合せ
健康対策課
☎２３－５４５２～５４５４
２３－５４６０

Ｅメール：kentai@city.yonago.lg.jp
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

乳がん集団検診日程
◆日程

月 日 会 場 備 考
10月19日（水）

ふれあいの里
予約が
必要です

10月31日（月）
11月７日（月）

◆対象者　40歳以上の女性（平成27年度に受診された方
は除きます。ただし、米子市が発行した平成28年度乳
がん検診無料クーポン券をお持ちの方は受診できます。）
◆自己負担金　受診券に記載してある金額
◆受付時間　午後１時～３時15分
◆注意事項　事前申込が必要です。定員各30人。受診希
望の方は、お手もとに受診券または無料クーポン券をご
用意のうえ、（☎２３－５４５２・５４５８）へお申し込み
ください。

B型肝炎予防接種のご案内
　平成28年10月１日から、B型肝炎ワクチンが定期の予
防接種になりました。
　平成28年４月から７月までに生まれたお子さんは定期
接種で受けられる期間が短いので、かかりつけ医と相談
のうえ、接種を受けてください。
■対象者　平成28年４月１日以降に生まれた方
■接種期間　１歳の誕生日までに３回の接種を終了する
■料金　無料（全額公費負担）
【標準的な接種期間】
　１回目：生後２か月以降
　２回目：１回目の接種から４週以上の間隔をあける
　３回目：１回目の接種から20週以上の間隔をあける
■接種場所　委託医療機関
　事前に電話連絡（予約）をしてからお出かけください。
■持参するもの　母子健康手帳
　予診票は健康対策課、米子市内の委託医療機関にあり
ます。
※１歳の誕生日までに３回接種するには、１回目の接種を
早く開始しなければなりません。1歳の誕生日を過ぎる
と自費になります。接種間隔はかかりつけ医とご相談
ください。
※母子感染（垂直感染）では、出生直後から健康保険によ
る予防接種が開始されますので、今回の定期予防接種
の対象とはなりません。

胃がん集団検診日程
（バリウムを飲む胃透視の検査）

実施日 会場 受付時間

10月19日（水）就将公民館 午前７時30分～８時
成実公民館 午前９時～９時30分

10月20日（木）車尾公民館 午前７時30分～８時
県公民館 午前９時～９時30分

10月24日（月）ふれあいの里 午前８時～10時（要予約）
11月９日（水）住吉公民館 午前８時～９時

11月15日（火）大篠津福祉センター 午前７時30分～８時崎津公民館 午前９時～９時30分
■前日の午後９時から検査終了まで食事をとらないでくだ
さい。水などの水分は午前０時まで飲んでもかまいませ
ん。当日起床時から検査終了まで喫煙、ガムの摂取もご
遠慮ください。
■当日は必ず受診券と負担金をご持参ください。
■10月24日（月）の検診は、事前に予約が必要です。先
着順で予約を承りますので、ご希望の方はお早めに健康
対策課（☎２３－５４５２）までお申し込みください。
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肺がん検診日程
（65歳以上の方は結核健康診断を含みます。）

◆地区別　７月から11月まで順次、市内各地区を巡回しています。くわしくは、地区回覧をご確認ください。
月 日 ところ と き 月 日 ところ と き

10月18日
（火）
県

清水ヶ丘集会所西側空き地 午前９時20分～９時30分

11月９日
（水）
就将

米子市役所東側玄関 午前９時～９時30分
河岡公民館 午前９時50分～10時10分 錦海町・錦海団地集会所 午前９時50分～10時10分
県公民館 午前10時30分～11時 祇園町２丁目・JR社宅集会所 午前10時30分～10時40分
石州府公民館 午前11時20分～11時40分 みずほ幼稚園駐車場 午前11時～11時20分
日下・山根速水氏宅前 午後１時10分～１時20分 就将公民館 午後１時～１時20分

大高 大高公民館 午後２時～２時30分 （公社）鳥取県宅地建物取
引業協会西部支部 午後１時50分～２時

10月24日
（月）
明道

まるごう米子南店 午前９時30分～10時10分
とんかつ繁昌亭道笑町店 午前10時30分～10時40分

11月11日
（金）
夜見

旧山崎動物病院 午前９時～９時20分
道笑町３丁目・白根氏宅駐車場 午前11時～11時40分 夜見公民館 午前９時40分～10時10分
明道公民館 午後１時10分～１時30分 迎接院駐車場 午前10時30分～10時40分

啓成
啓成公民館 午後１時50分～２時 かもめ幼稚園 午前11時～11時20分
勝田神社 午後２時20分～２時40分 しんかわストア 午前11時40分～12時10分
米子信用金庫東支店駐車場 午後３時～３時10分

大篠津

おしゃれセンターまつもと 午後１時40分～２時
10月25日
（火）
市内全体

ふれあいの里 午前９時30分～10時30分
旭が丘集会所 午後２時20分～２時30分
リバードコーポレーション
（株）（旧川口義治商店前） 午後２時50分～３時

富益

富益下集会所 午前11時30分～11時50分 大篠津公民館 午後３時20分～３時40分
新田集会所 午後１時30分～１時40分 11月14日

（月）
市内全体

ふれあいの里 午前９時30分～10時30分富益公民館 午後２時～２時20分
上部石原電気（清氏宅）前 午後２時30分～２時40分
川上集会所入口 午後２時50分～３時10分

福米西

上谷１区・尾沢三夫氏駐車場 午前11時10分～11時30分

11月８日
（火）
加茂

協同組合米子総合卸セン
ター会館（駐車場） 午前９時～９時20分

福米西公民館 午後１時10分～１時30分
新開西・宮崎氏駐車場 午後１時50分～２時

マルユウ建材前 午前９時40分～10時 新開東・皆生尚寿苑玄関前 午後２時10分～２時20分
加茂公民館 午前10時20分～11時20分
５区中自治会館 午前11時40分～11時50分
三柳団地ふれあい会館
（団地１区集会所駐車場） 午後１時30分～２時

幸朋苑かわさき事業所駐車場
（米子市住吉・加茂地域包
括支援センター）

午後２時20分～２時40分

西皆生ゴミ置き場 午後３時～３時10分
◆対象者
胸部レントゲン検査　40歳以上の方
「たん」の検査　50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）

が600以上の方（元喫煙者を含む）
◆自己負担金

区 分 レントゲン
検査

「たん」の検査を
受けられる方

市民税課税世帯の方 300円 左記に、900円追加

70歳以上の方・
市民税非課税世帯の方 100円 左記に、300円追加

生活保護世帯の方 無料 無料
◆受診券　受診される際には、健診受診券の中にある
「肺がん検診受診券」を必ずご持参ください。

一般公開健康講座（第66回）
■と き　10月20日（木）午後２時～３時30分
■ところ　米子市文化ホール　イベントホール
■テーマ　「腰痛の原因と対策　自宅でできる体操の指導」
■講 師　山﨑整形外科クリニック院長　山

やま

﨑
さ き

大
だ い す け

輔さん
※入場無料　申込不要
■問合せ　（公社）鳥取県西部医師会（☎３４－６２５１）

献血のご案内
　医療に必要な血液は、多くの人々の善意と協力で確保さ
れています。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■献血ルーム「ひえづ」（イオンモール日吉津　東館１階）
●開所日　火、木、土、日曜日、および毎月20日、30日
●受付時間　午前９時30分～午後１時30分、午後２時30	
分～５時（成分献血は午後４時まで）

■街頭献血　日程は、日本赤十字社 鳥取県赤十字血液セン
ター日吉津出張所までお問い合わせいただくか、鳥取県赤
十字血液センターのホームページをご確認ください。
■問合せ　日本赤十字社　鳥取県赤十字血液センター

日吉津出張所（☎２７－１７２４）
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■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリ
ング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平
日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本
庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６、

２３－５３９１）
■法律相談センター米子

法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費
者金融などについて、弁護士が相談に応じます。１件
30分5,000円。※ただし、多重債務（クレジット、消
費者金融）の相談は無料。要予約（受付：平日午前９時
～午後５時） ▼毎週火曜日の午後３時～７時／米子天満
屋４階／問鳥取県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）
■高齢者なんでも無料電話相談

高齢者の方の相続、財産管理、介護などの問題につい
て、幅広く弁護士などが相談に応じます。 ▼毎週月・
木曜の午後１時30分～４時。☎０１２０－６５－３９４８

（通話料無料）／問高齢者支援センターとっとり（鳥
取県弁護士会内） （☎０８５７－２２－３９１２）
■よなご暮らしサポートセンター総合相談

●一般相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、よ
なご暮らしサポートセンター（米子市社会福祉協議会）
職員が相談に応じます。予約不要、無料、電話相談可。

▼月～金曜日（祝日および年末年始は除く。）の午前９
時～午後５時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用2,000円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末年始
は除く。月曜日が祝日・休日の場合はその翌日）午後
１時～３時／ふれあいの里１階／月～金曜日（祝日およ
び年末年始は除く。）の午前９時～午後５時に、電話で
予約／問よなご暮らしサポートセンター（米子市社会
福祉協議会内）（☎３５－３５７０）
■鳥取県行政書士会無料相談

相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留
（ビザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。
予約不要。 ▼８日（土）、11月12日（土）の午前10時～
午後２時／米子市役所旧庁舎１階　男女共同参画推進
センター会議室（市役所有料駐車場をご利用ください。
無料処理をします。）／問鳥取県行政書士会事務局（☎
０８５７－２４－２７４４）

高齢者のインフルエンザ
予防接種を実施します

　高齢者の方を対象に、年１回のインフルエンザ予防接
種を実施します。ただし、本人が接種を希望する場合に
限ります。
　次の方には、接種費用の助成をします。なお、対象者
の方には、受診券を10月中旬に郵送します。
■対象者
○ 65歳以上の方（平成28年12月31日までに65歳の誕

生日を迎えられる方）
○ 60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸

器の機能またヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に障害を有する者として厚生労働省令で認められた方

（身体障害１級程度）
■接種期間　10月24日（月）～平成29年１月31日（火）
■受け方　必ず医療機関に電話確認のうえ、お出かけく
ださい。
受診する際は、受診券を必ず委託医療機関に持参してく
ださい。（委託医療機関は受診券に記載してあります。）
■負担金

市民税課税世帯の方 1,200円
市民税非課税世帯の方 600円
生活保護世帯の方 無料

～感染予防をこころがけましょう～
インフルエンザワクチンは重症化や死亡の防止には一
定の効果がありますが、感染を 100％防ぐものでは
ありません。感染予防のため手洗い・うがい・マスク
の着用するなど「せきエチケット」を心がけましょう。

ふしめ歯科検診（歯周疾患検診）を
受けてみませんか

■対 象　今年度中に40、50、60、70歳になる方
■検診場所　希望の歯科医院（鳥取県西部歯科医師会）
■検査内容　問診、歯周組織検査
■自己負担金

40、50、60歳の市民税課税世帯の方 500円
70歳、市民税非課税世帯の方 200円
生活保護世帯の方 無料

■実施期間　平成28年７月１日～12月末
※受診を希望される方は健康対策課（☎２３－５４５２）

までご連絡ください。
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■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不
要。 ▼ 11日（火）午後１時～４時／市役所第２庁舎２階
第１会議室。11月10日（木）午後１時～４時／市役所第
２庁舎３階会議室／問人権政策課（☎２３－５４１５、
３７－３１８４）※鳥取地方法務局米子支局（☎２２－
６１６１）では、毎日人権相談に応じています。
■無料調停相談会

お金や土地・建物のトラブルなどの民事上の争いごと、
夫婦間の問題、遺産分割などの家庭内のもめごとにつ
いて、調停委員が調停手続きの利用に関する相談に無
料で応じます。予約不要。 ▼ 14日（金）午前10時～午
後３時／米子市文化ホール／問鳥取地方裁判所米子支
部庶務課（☎２２－２２０５）
■多重債務・法律相談会

多重債務や法律に関する困りごとについて、弁護士や
司法書士などが無料で相談に応じます。１件30分、要
予約。 ▼ 20日（木）午後１時30分～４時／米子コンベ
ンションセンター／毎月開催／問鳥取県西部消費生活
相談室（☎３４－２６４８、 ３４－２６７０）・米子市消
費生活相談室（☎３５－６５６６、 ２３－５３９１）
■米子中央ロータリークラブ 一日無料相談会

健康医療、法律、税務、建設、不動産、金融、補聴器、
保険、登記、冠婚葬祭、教育相談などについて無料相
談会を開催します。予約不要。 ▼ 20日（木）午後１時
～４時／ふれあいの里　４階／問米子中央ロータリー
クラブ事務局（☎３４－３０３２）
■司法書士による「無料法律相談会」

相続・遺言、不動産の贈与・売買、不動産・商業登記、
成年後見の申立て、高齢者・障がい者の財産管理、家賃・
貸金・売掛金など140万円以下の民事紛争、借金・多
重債務問題、その他身の回りの法律問題について、司
法書士が無料で相談に応じます。要予約。 ▼ 21日（金）
午後６時～８時／米子市文化ホール　研修室１／問鳥
取県司法書士会（☎０８５７－２４－７０２４）
■「暮らし・経営・なんでも相談」無料相談会

困りごと、トラブル、企業経営、各種手続き等に関す
る相談について、税理士、司法書士、社会保険労務士、
中小企業診断士、土地家屋調査士、不動産鑑定士、弁
護士、公証人、行政書士、弁理士のそれぞれの専門家が、
共同して無料で相談に応じます。 ▼ 22日（土）午前10
時～午後４時（受付：午前10時～午後３時）／米子コ
ンベンションセンター　５階　第５会議室／問中国税
理士会米子支部（☎３２－４７９５）（平日午後１時～
４時）

■不動産無料相談会
民法・借地借家関係・宅建業法・物件・登記など、不
動産取引物全般について無料で相談に応じます。 ▼

25日（火）午前10時～午後３時／米子食品会館（旗ヶ
崎 2030）／問公益社団法人　全日本不動産協会鳥取
県本部（☎０８５７－２９－５４１１、 ０８５７－２９－
５４２２）
■労働関係機関による日曜合同労働相談会

解雇、雇止め、賃金未払い、労働時間、有給休暇、パワー
ハラスメントなどの労働問題全般に関する相談につい
て、鳥取労働局、鳥取県弁護士会、鳥取県社会保険労
務士会などが無料で相談に応じる合同労働相談会を開
催します。 ▼ 30日（日）午前10時～午後３時／西部総
合事務所（糀町１丁目160) ／事前予約優先。予約先は、

「労使ネットとっとり」（☎０１２０－７７－６０１０）ま
で。予約の受付は、28日（金）午後５時15分まで／問
労使ネットとっとり（鳥取県労働委員会）（☎０１２０
－７７－６０１０、 ０８５７－２６－８１５３）

行政相談週間
■米子合同行政相談所

10月17日～23日までの「行政相談週間」にちなみ関
係行政機関等が一堂に参集し地域住民からの相談にワ
ンストップで対応します。（弁護士による相談は要予
約・☎０８５７－２４－５５４２鳥取行政評価事務所ま
で）【参加機関】鳥取地方法務局米子支局、人権擁護
委員、鳥取労働局、日本年金機構米子年金事務所、米
子税務署、鳥取県、米子市、弁護士、司法書士、行政
相談委員、鳥取行政評価事務所 ▼ 17日（月）午後１時
～４時／米子市文化ホール（１階イベントホール）／
問鳥取行政評価事務所（☎０８５７－２４－５５４２）
■委員による相談所

米子市では、４人の行政相談委員（総務大臣が委嘱）が、
毎月２回市役所を会場に相談所を開いています。予約
不要。 ▼５日（水）・26日（水）／市役所本庁舎402会議
室、11月８日（火）／市役所本庁舎203会議室。いずれ
も午後１時～４時／問市民相談課（☎２３－５３７８）

●行政相談制度は、役所の仕事についてのご意見、ご
要望やお困りごとを受け付け、公平・中立の立場から、
その解決の促進などを図り、行政の制度や運営の改
善に反映しようという制度です。
総務省では、この制度の利用を促進するため、行政
相談週間を定め、この期間を中心に行政相談所の開
設などの諸行事を重点的に行ないます。いずれも相
談は無料です。お気軽にご相談ください。



無料。電話受付中。
「天体写真の撮影を学ぶ」
22日（土）、23日（日）、29日（土）、
30日（日）の午後７時～８時30分（全
４回）。対象：高校生以上、日頃か
らパソコンを使っている方、デジタ
ル一眼レフカメラをお持ちの方。４
人（全日程参加できる方）資料代
2,160円。１日（土）～10日（月・祝）
まで電話受付。
プラネタリウムコンサート（出演：
ウミネコ楽団）
23日（日）午後６時開演（終演予定
午後７時）、対象：小学生以上（ひ
とり500円）、100人、２日（日）か
ら電話受付。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午前10時
30分～、１歳以上：11時10分～。
おはなしのへや
（共催：朗読ボランティア火曜の会）
９日（日）午前11時～11時30分、
対象：幼児～大人。
おはなしひろば
15日（土）午後２時30分～３時、対象：
幼児～大人。
だくちるおはなし会
（共催：おはなしグループだくちる）
22日（土）午後２時15分～２時45分。
対象：幼児～大人。
けん玉級位認定
毎週土曜日、午後２時30分～、自
由参加、無料。
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秋のバラ展（主催：米子バラ会）
29日（土）午前10時～午後４時、30
日（日）午前10時～午後３時、観覧
無料。
じどぶん育児相談室「ままこん」
26日（水）午前10時～正午、予約不
要、相談無料。
じどぶん育児相談室「ままこん」
特別講座　「離乳食のきほん」
28日（金）午前10時～11時、無料、
20人（託児なし、乳児同伴可）、要
申込。６日（木）から専用申込用紙
にて受付。
木のおもちゃクラブ「もくもく」
初心者の日
26日（水）午前10時～正午、対象：
大人。定員：４人。参加費450円、
12日（水）から電話受付。
プラネタリウム
「10月の米子の星空解説」
平日…午後２・３時、土・日・祝日
…午前11時・午後１・２・３・４時
の投影。幼児・70歳以上の方無料、
小中高校生50円（土・日・祝日は
無料）、大人310円。団体は電話予
約で。
天体観望会
「月のクレーターを見よう」
10日（月・祝）午後７時30分～８時
30分、対象：どなたでも可、40人、

みなとやまプレーパーク（協力：み
なとやまプレーパーク実行委員会）
毎週日曜日、午前10時～午後４時
30分。外で思いっきり遊びます。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日と31日
■多目的ホールと研修室は開館日の
午後10時まで利用可。有料・要事
前申込（１週間前まで）。

企画展
「西

にし

田
だ

税
みつぎ

～二．二六事件から80年～」
米子市出身の西田税は陸軍の青年将
校の有志が、昭和11年２月26日に
おこした政府要人の暗殺クーデター
（二．二六事件）の首謀者として処刑
されました。事件から80年の今年、
西田税の関係資料を展示紹介し、そ
の足跡をたどります。会期：８日（土）
～12月25日（日）［休館日にご注
意ください］。会場：米子市立山陰
歴史館　第１展示室。観覧料：一般
300円※ 70歳以上の方、大学生以
下の方、障がいのある方（介護者１
人を含む）は無料。
講演会「二．二六事件と西田税の秘話」
講師：杉本良巳さん（米子市山陰歴
史館運営委員長）開催日：15日（土）
午後１時30分～。会場：米子市文
化ホール研修室。参加費：無料。定
員：70人※事前申込不要
米子歴史絵巻「語る夜～朗読と音楽
で紡ぐあやかしの世界～」
出演：語り／演奏　語る夜。演目：
耳なし芳一、米

べ い ふ き わ

府鬼話など。日時：
８日（土）午後６時30分～８時（終
了予定）。会場：湊山公園野外ステー
ジ※雨の場合は米子市児童文化セ

10月
の催し



有

料

広

告

ンター。入場無料。定員：150人※
要整理券。整理券取扱所：米子市立
山陰歴史館、米子市教育委員会文化
課ほか
■開館時間　午前９時30分～午後
６時（入館は午後５時30分まで。）
■今月の休館日　毎週火曜日と29日

第60回 鳥取県美術展覧会（県展）
［米子会場］
県民から公募した作品（洋画・日本
画・書道・写真・工芸・彫刻・版画・
デザイン）のうち、受賞作品および
入選作品を展示します。会期：８日

（土）～17日（月）［会期中無休］。
県展ギャラリートーク
審査員による受賞作品の講評とギャ
ラリートークを行ないます。８日（土）
午前11時～正午。会場：米子市美術
館 各展示室。※事前申込不要
常設展Ⅱ「米子美形男子図鑑」
会期：10月30日（日）～11月27日（日）
会場：米子市美術館　第２展示室。
観覧料：一般320（270）円※（　）
内は、15人以上の団体料金。大学
生以下の方、70歳以上の方、障が
いのある方（付き添い１人を含む。）
および美術館後援会員は無料。
常設展無料開放日
文化の日［11月３日（木・祝）］と関
西文化の日［11月19日（土）・20日

（日）］はどなたでも無料で展示をご
鑑賞いただけます。
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日　５日・19日・26日

特別企画展「大山山麓の狩人たち」

大山山麓の旧石器時代から縄文時代
の遺跡で発掘された出土品を展示
し、当時の暮らしを紹介します。展
示期間：10月５日（水）～11月28
日（月）。観覧料：100円
■開館時間　午前９時30分～午後
５時
■今月の休館日　毎週火曜日と12日

考古学講座（第１回）　―大山山麓
と長者原の旧石器時代人たち―
大山山麓の旧石器時代人たちの様子
を解説します。９日（日）午後２時～
３時30分。会場：米子市文化ホー
ル　研修室。講師：鳥取県埋蔵文化
財センター　高橋章司さん。定員：
70人。参加費：100円

「史跡ガイドウォーク」（第２回）
―江府町の史跡を巡る―
江美城跡などの史跡をガイドして巡
ります。16日（日）午後１時30分～
３時。集合場所：江府町防災情報セ
ンター駐車場。定員：30人。参加費：
100円。講座・ウォークとも電話ま
たはＦＡＸで米子市埋蔵文化財セン
ター（☎・ ２６－０４５５）まで
お申し込みください。申込期限：考
古学講座は６日（木）、史跡ガイド
ウォークは11日（火）。
■開館時間　午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週土・日曜日と10日

10月ロビー展
押し花展「押し花三昧」
押し花絵、小物等展示。１日（土）
から31日（月）午後５時まで。※期
間中は体験もできます。

クラフトの日　グラスアートでつく
るポケットティッシュケース。19日

（水）、受講料：1,000円（要予約）。
※別途材料費 1,100円必要です。
■入園料　大人200円、小・中学生
100円
■開園時間　午前９時30分～午後
５時
■今月の休園日　12日、26日

「～舞う～舞台を演じる人形達と優
遊素敵パッチワークキルト作品展」
素鳳コレクションより能面・狂言・
歌舞伎人形など『舞う』にふさわし
いお人形の展示です。また、入江恵
美子さんと生徒７人のキルト作品展
も同時開催します。会期：10月27
日（木）～12月12日（月）
手しごとギャラリーｋａｉｋｅ

「手仕事手芸屋展」
手しごとギャラリー Kaike が期間限定
で手芸店になります。24日（月）まで。
手仕事体験教室　※参加を希望さ
れる方は、素鳳ふるさと館までお申
し込みください。
「草木染のフラワーブローチ」
結工房×フラワーギャラリーＦ２
日 時：22日（ 土 ）① ９時30分 ～、
②午後１時30分～。参加費：2,000
円、定員：各回６人、持ち物：工作
用はさみ。
秋のつるし飾りパート２
15日（土）、20日（木）午後１時30分
～、参加費：2,500円、定員：６人。
持ち物：裁縫道具。
■開館時間　午前９時～午後６時
■今月の休館日　素鳳ふるさと館：
11日～ 26日。手仕事ギャラリー
kaike：11日～13日、25日、26日



米子市立図書館
☎２２－２６１２
２２－２６３７

開館時間　平日：午前９時～午後７時、土・日・祝日：午前10時～午後６時
今月の休館日　毎週月曜日、10日～19日（特別資料整理期間）、30日（月末資料整理）

行事・催し 日にち・時間 行事・催し 日にち・時間
お
は
な
し
会

木曜おはなし会
協力：ほしのぎんか、

火曜の会

毎週木曜日
午前10時40分～11時30分
０歳の赤ちゃんから

おはなしかご
協力：米子おはなしかご

22日（土）
午前11時～11時30分
ストーリーテリング（語り）
です。

各
種
講
座

図書館友の会・文化教養講座
「人形に想いを込めて～ご縁は繋がる～」講師：安部朱美さん
２日（日）午後１時30分～　問合せ：図書館友の会 渡邉さん（☎２４－６０８２）または
萬田さん（☎０９０－８３６１－８０８９）

野坂勇作さん講演会
絵本『分

ぶん

水
すい

嶺
れい

さがし』を語る

９日（日）午後１時30分～３時30分　入場無料、定員 100人、申込必要。問合せ：米子市
立図書館。月刊たくさんのふしぎ『分水嶺さがし』（野坂勇作：文・絵、福音館書店）は、
大人も楽しめる内容の科学絵本です。絵本作家の視点でお話しをしていただきます。

ビジネス講演会　図書館を活
用した企業支援の可能性

４日（火）午後１時30分～４時10分：定員100人（申込先着順）※手話通訳あり
「日本でいちばん大切にしたい会社の目指すもの」講師：坂本光司さん
問合せ：鳥取県立図書館（☎０８５７－２６－８１５５、 ０８５７－２２－２９９６）

つつじ読書会
（初めての方は要連絡）

８日（土）
午後２時～４時30分

楽しく漢文に学ぶ会
（初めての方は要連絡）

２日（日）
午後１時30分～３時30分

こどものための論語教室
―第２期生募集中―

11月13日（日）からスタート
午前10時30分～11時30分

鳥取大学　サイエンス・アカ
デミー in 米子

８日（土）、22日（土）
午前10時30分～正午

古文書研究会
講師：中

なか

　宏
こう

さん
22日（土）
午後１時30分～３時

ブックインとっとり 2016
表彰式＆講演会

22日（土）
午後１時30分～

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
要
予
約
）

起業・経営なんでも相談会
予約先：米子市立図書館

２日（日）午後１時～５時
中小企業診断士による相談会

起業・事業融資相談会
予約先：日本政策金融公庫米
子（☎３４－５８２１、 ３３
－４２０３）

２日（日）午後１時～５時
融資・補助金等に関する相談
会

労働セミナー
予約先：みなくる米子
（☎３１－８７８５、 ２１－
００３４）

７日（金）午後１時30分～３時
「ホウレンソウで築く（気づ
く）職場のコミュニケーショ
ン」

ビジネス情報相談会
予約先：米子市立図書館

21日（金）午後１時～３時
ビジネスに関するあらゆる情
報の相談や経営の相談

特許無料相談
予約先：米子市立図書館

25日（火）午後１時～４時
特許・商標・実用新案等に関
する相談

よなご若者サポートステー
ション出張相談　予約先：よ
なご若者サポートステーショ
ン　☎・ ２１－８７６６

25日（火）午後１時～５時
15歳～39歳の若者の就労・
社会参加に向けての相談

そ
の
他

こころの相談会

５日（水）午後２時～４時
悩んでいること、つらく、くるしいことなど、産業カウンセラーに話してみませんか？要
予約。予約先：ライフサポートセンターとっとり（☎０１２０－８２－５８５８（平日午前９
時30分～午後５時30分） ０８５７－３２－５４５４）

【２階ギャラリー】　上淀廃寺パネル展　２日（日）午後～９日（日）午前まで
ブックインとっとり 2016 地方出版物の展示　20日（木）～29日（土）まで

ぶらり・らいぶらり
めざせシリーズ第２弾　めざせ　図書館マスター！！
「なんでも相談してください　“レファレンス・カウンター”」

　図書館２階の「郷土・参考資料コーナー」をご存じですか？
　ここには通称“レファレンス・カウンター”という、図書館のなんでも
質問相談窓口があります。調べ物のプロである図書館職員が、利用者の皆
さんの相談にのっています。その便利な機能をご紹介します。！！
◎国会図書館や他県から本を取り寄せることができます。
◎古い新聞を保存しています。一部はマイクロフィルムで見ることもでき
ます。

◎生田春月など、郷土出身作家の特設文庫コーナーや、郷土資料を保存整
理しています。自由に閲覧できます。

10月10日（月）～19日（水）は、特別資料整理期間とし、図書館は休館します。
この期間に所蔵資料の点検を行ない、紛失資料の確認や大規模な資料整理を行ないます。

郷土資料や調べ物、何
でもこのカウンター
にご相談ください。
お待ちしています♪

図書の返却は玄関横の
返却口からお願いします。



クスサン
　クスサンは、秋の夜に、街灯の下やコンビニエンスストアの窓際など、
照明が明るい場所でよく見られる大きなガです。翅

はね

を広げると 10cm以上
もある大きなガで、黄土色で後

こう

翅
し

の真ん中に大きな目玉模様があるのが特
徴です。ヤママユと似ていますが、ヤママユの方がもっと大きくて、前

ぜん

翅
し

にも大きな目玉模様があるので見分けられます。
　クスサンは口が退化していて、成虫になったら何も食べず、異性と出会っ
て交尾をし、産卵するだけの短命なガです。そのため、顔を見ると、チョ
ウやガの仲間の特徴である、くるくると巻いたストロー状の長い口は見当
たらず、丸くて大きな目と、鳥の羽毛のような大きな触角ばかりが目立ち

ます。触角が大きく発達しているのがオス、触角がやや小さめなのがメスで、水鳥公園で確認した個体（写真）は
メスです。オスは発達した触角で、メスが出すフェロモンを敏感に感じ取り、交尾相手を探します。
　成虫がこれだけ大きいのですから、もちろん幼虫も巨大です。幼虫は、緑色を帯びた水色でふさふさした長い毛
に覆われた大きな毛虫で、体長は８cm以上もあります。名前のとおり、クスノキの葉を食べますが、それ以外に
もクヌギやクリ、サクラ、イチョウなど、様々な樹木の葉を食べます。また、時々大発生して果樹の葉を食べつく
すこともあり、果樹の害虫として嫌われています。その一方で、昔はクスサンの幼虫から釣り糸が作られていて、人々
に利用されていました。このように身近なガのためか、幼虫はシラガタロウ、繭

まゆ

はスカシダワラという面白い呼び
名があり、昔から親しまれています。
　普通に見られるガですが、水鳥公園では2015年10月に初めてみつかりました。原因はよく分かりませんが、近年、
クスサンをあちらこちらで頻繁に見かけるようになり、急速に数が増えているように感じます。水鳥公園に現れた
のも、勢力拡大の結果かもしれません。
　今年の秋も、クスサンを見かける機会は多いと思います。見かけた際には勇気を出して、一歩近づいて翅の模様
や顔を観察してみてはいかがでしょうか。これまでの気持ち悪い印象から、意外とかわいいガに思えてくるかもし
れません。 米子水鳥公園主任指導員　桐

きり は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより

10月に見られる生きものたち
コハクチョウ、マガン、キンクロハジロなどのカモ類、ハジロカイツブリなどのカイツブリ類、
ダイサギなどのサギ類、オオタカなどのタカ類、コヨシキリなどの小鳥類、カワセミ、カワウ。
その他：アブラコウモリ、ナツアカネなどのトンボ類、オンブバッタなどのバッタ類　など。

10月の催し
コハクチョウ初飛来日当てクイズ
2016
今年のコハクチョウの初飛来日を予
想して投票してもらい、正解者には
記念品を贈呈します。コハクチョウ
が飛来するまで受付中。対象：期間
中のネイチャーセンター入館者。応
募方法：入館時に配布する応募用紙
に必要事項を記入し、応募用紙を館
内の応募箱に入れます。応募はお
一人につき１回とさせていただきま
す。応募期間：コハクチョウが初飛
来するまで。会場：水鳥公園ネイ
チャーセンター
手作り自然教室
「竿を作ってゴズを釣ろう！」

竹で釣竿を
作り、自分
が作った竿
でゴズを釣
りましょう。

釣れたゴズは自分たちで調理してお

いしく味わいましょう。16日（日）
午前９時30分～午後３時。対象：小
学生の親子10組。要予約。参加費：
500円。持ち物：釣りができる服装
･マイ箸 ･ マイカップ・エプロン ･
魚包丁（ある方のみ）。会場：水鳥
公園ネイチャーセンター
自然観察会「コハクチョウのねぐら
入りを観よう！」

安来の田んぼで食事を終えたコハク
チョウが水鳥公園に舞い戻る様子を
観察します。22日（土）午後５時～
６時。対象：小学生以上がおすすめ・
当日受付。会場：水鳥公園ネイチャー
センター
フェザーカービング展
水鳥公園を拠点に活動しているバー

ドカービング米子の皆さんが作っ
た、本物そっくりな木彫りの鳥の羽
根を多数展示します。24日（月）～
11月27日（日）（最終日は午後３時
まで）。出品：バードカービング米子。
会場：水鳥公園ネイチャーセンター
バードカービング展
水鳥公園を拠点に活動しているバー
ドカービング米子の皆さんが作っ
た、今にも動き出しそうな木彫りの
鳥を多数展示します。30日（日）～
11月６日（日）（最終日は午後３時
まで）。出品：バードカービング米子。
会場：水鳥公園ネイチャーセンター
●米子水鳥公園の催しへの参加には
入館料が必要です。手作り自然教室
の参加費は、入館料を含めた大人・
子ども一律の料金です。
●入館料は、高校生～69歳の方は
310円、その他は無料です。
●水鳥公園のイベントは、とっとり
県民カレッジ連携講座です。
■開館時間　午前９時～午後５時30分
■ 10月の休館日　毎週火曜日

米子水鳥公園（☎２４－６１３９・ ２４－６１４０）
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（米子駅北側からのイメージ図）

米子駅南北自由通路と駅南広場の整備にかかる
市民説明会

と き　10月９日（日）午前10時～
ところ　米子市福祉保健総合センター
　　　　ふれあいの里　１階大会議室

　米子市では、米子駅の南北地域を連絡する自由通路や駅南広場等の整備にあたり、事業計画・都
市計画決定の概要説明や有識者によるパネルディスカッションを実施します。
■対象者　どなたでも参加できます。
■内容　〇事業計画・都市計画決定の概要説明（事業概要、都市計画決定スケジュールなど）
　　　　〇パネルディスカッション

「自由通路と米子駅周辺のこれからを考える」
パネラー

● 青砥　隆志さん（米子信用金庫　理事長）
● 伊木　隆司さん（米子商工会議所青年部　直前会長）
● 高増　佳子さん（米子工業高等専門学校建築学科　准教授）　
● 中山　貴雄さん（鳥取県西部総合事務所長）

※事前申込は不要です。開催日に直接会場へお越しください。
※手話通訳・要約筆記あり。

■問合せ　都市計画課米子駅周辺整備推進室
（☎２３－５２００、 ２３－５３９４、Ｅメール：toshikeikaku@city.yonago.lg.jp）

※
自
由
通
路
等
の
デ
ザ
イ
ン
・
色
彩
な
ど
は
、
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定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

道路損傷等について情報提供のお願い
　米子市では、安全な交通を確保するよう努めているところで
すが、全ての道路損傷を早期に発見することはできません。
　そこで、市民の皆さんから道路損傷などの危険箇所の情報を
提供していただくことにより、より一層の安全な交通の確保を
図りたいと考えています。
　皆さんが普段の生活で使っておられる道路で、損傷している
箇所や危険だと思われる場所がありましたら、維持管理課まで
お知らせください。
　なお、米子市が維持管理している市道が対象となります。国道・
県道・市道の判別が不明確な場合でもご連絡ください。
○道路損傷等の例

● 道路の陥没（穴）
● 側溝の蓋

ふ た

損傷
● カーブミラーの損傷（向きの不具合など）
● ガードレールの損傷
● 街路樹の倒木

■問合せ
＜道路施設に関すること＞
　維持管理課道路維持係（☎２３－５２８４、 ２３－５２５４）
＜街路樹に関すること＞
　維持管理課公園維持係（☎２３－５２４９、 ２３－５２５４）

○道路陥没の状況

○ガードレール損傷の状況
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